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●  ４月 21日～　新斎場での供用を開始します　　   P2

●  いちごまつりを開催　　　　　　　　　　　　　 P24

●  放射線量の公表方法が変わります　　　　　　     P14

●  皆さんの意見を市政に　委員を募集しています　  P3

主な内容

小桜地区青田　４世代家族の菊地さん一家

石岡で　心豊かに　健やかに　力を合わせて　ふるさと再生



石
岡
地
方
斎
場
が
移
転

４
月
21
日
～

  

新
斎
場
で
の
供
用
を
開
始
し
ま
す

　

新
し
い
斎
場
の
移
転
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
４
月
21
日
か
ら
は
新

斎
場
で
の
供
用
が
開
始
に
な
り
ま
す
。
新
斎
場
の
利
用
内
容
は
、
次
の

と
お
り
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
火
葬
の
申
し
込
み
手
続
き

　

石
岡
地
方
斎
場
へ
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
待
合
室
使
用

に
つ
い
て
も
同
時
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
受
付
時
間
は
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

◇
火
葬
当
日
の
手
続
き

　

火
葬
時
刻
の
30
分
前
ま
で
に
来
場

し
、
死
体
埋
火
葬
許
可
証
と
斎
場
使

用
許
可
証
を
受
付
窓
口
へ
提
出
し
、

使
用
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

火
葬
場
の
使
用

・
待
合
室
は
火
葬
時
刻
の
30
分
前
か

ら
使
用
で
き
ま
す
。

・
ロ
ビ
ー
で
の
持
ち
込
み
に
よ
る
飲

食
は
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
待
合
室
と
待
合
ロ
ビ
ー
は
禁
煙
で

す
。

待
合
室
・
待
合
ロ
ビ
ー
の
使
用

◇
式
場
使
用
の
申
し
込
み
手
続
き

　

石
岡
地
方
斎
場
へ
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

◇
式
場
と
遺
族
控
室
の
使
用

・
１
５
０
人
収
容
（
イ
ス
席
）
で
す
。

・
外
飾
り
は
禁
止
で
す
。

・
お
通
夜
の
場
合
は
、
友
引
の
日
も

利
用
で
き
ま
す
。

・
ご
遺
体
に
付
き
添
う
人
（
８
人
以

内
）
以
外
は
、
午
後
９
時
ま
で
に
お

帰
り
く
だ
さ
い
。

・
寝
具
は
用
意
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

※
寝
具
の
持
ち
込
み
は
可
能
で
す
。

◇
式
場
控
室
の
使
用（
式
場
隣
部
屋
）

・
60
人
収
容
（
テ
ー
ブ
ル
・
イ
ス
席
）

・
湯
茶
な
ど
の
接
待
は「
セ
ル
フ
サ
ー

ビ
ス
」
で
す
。（
茶
葉
は
利
用
す
る

人
が
用
意
く
だ
さ
い
）

式
場
・
式
場
控
室
の
使
用

・
施
設
内
で
の
飲
食
や
喫
煙
は
、
決

め
ら
れ
た
場
所
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
施
設
内
で
は
、
香
典
や
貴
重
品
な

ど
の
保
管
に
十
分
注
意
く
だ
さ
い
。

・
職
員
に
対
す
る
酒
や
心
付
け
は
固

く
お
断
り
い
た
し
ま
す
の
で
協
力
く

だ
さ
い
。

・
飲
食
物
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
す

が
、
衛
生
管
理
に
十
分
注
意
し
、
利

用
者
の
責
任
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
各
施
設
の
使
用
に
よ
り
発
生
し
た

ご
み
な
ど
は
、
利
用
者
の
責
任
に
お

い
て
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

・
施
設
内
の
備
品
は
丁
寧
に
扱
っ
て

く
だ
さ
い
。
万
が
一
、
破
損
ま
た
は

損
害
を
与
え
た
場
合
は
、
弁
償
に
な

り
ま
す
。

・
不
明
な
点
は
、
職
員
に
確
認
く
だ

さ
い
。

そ　

の　

他

火葬場・式場の使用料金

区
　
分

種
　
別

単
　
位

使
　
用
　
料

石
岡
地
方
に
住
民

登
録
が
あ
る
人

上
記
以
外
の
人

火
葬
場

満
13
歳
以
上

１
遺
体

５
０
０
０
円

５
万
円

満
13
歳
未
満

３
０
０
０
円

３
万
円

死

産

児

２
０
０
０
円

２
万
円

改

葬

１

炉

５
０
０
０
円

３
万
円

遺
体
安
置

１

日

４
０
０
０
円

２
万
円

一
部
身
体

１

炉

２
０
０
０
円

２
万
円

待
合
室

料

金

２
時
間

４
０
０
０
円
１
万
２
０
０
０
円

式
　
場

料

金

１

回

３
万
円

10
万
円

※
石
岡
地
方
と
は
、
石
岡
市
・
か
す
み
が
う
ら
市
（
旧
千
代
田
町
）・
小
美

玉
市
の
区
域
で
す
。
か
す
み
が
う
ら
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
の
式
場
使
用

料
金
は
、「
上
記
以
外
の
人
」
の
金
額
が
適
用
に
な
り
ま
す
。

●
現石岡地方斎場

●
●

石岡市役所

石岡消防署

●●
石岡二高国分寺

●
東京電力常磐自動車道

石岡下館線

柏
原
工
業
団
地

●

●

●
●

石岡海洋センター

県畜産センター

常陸風土記の丘

JR 常磐線

★
新斎場移転地

至かすみがうら市

至水戸市

至小美玉市

至小美玉市

ひまわりの館

村
上
六
軒
線

●

石岡警察署

至フラワーパーク

JR石岡駅

案内図

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
地
方
斎
場

石
岡
市
染
谷
１
７
４
９
番
地

☎
２
２
・
６
８
２
８
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市
で
は
、
石
岡
市
の
将
来
像
や
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
石
岡
か
が

や
き
ビ
ジ
ョ
ン
（
将
来
構
想
）
を
平

成
24
年
２
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
将
来
構
想
の
達
成
に
向
け
、

平
成
26
年
度
か
ら
29
年
度
を
計
画
期

間
と
す
る
石
岡
ふ
る
さ
と
再
生
プ
ラ

ン
（
行
動
計
画
）
を
策
定
し
、
各
施

策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

将
来
構
想
の
策
定
や
進
行
管
理
に

つ
い
て
は
、
市
政
に
優
れ
た
識
見
を

持
つ
人
な
ど
20
人
で
構
成
す
る
総
合

計
画
審
議
会
で
審
議
し
ま
す
。
こ
の

度
、
市
民
の
意
見
を
幅
広
く
反
映
す

る
た
め
、
４
人
程
度
を
市
民
か
ら
公

募
し
ま
す
。

◆
役
割　

将
来
構
想
の
進
行
管
理
や

行
動
計
画
に
関
す
る
審
議
な
ど

◆
任
期　

市
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

日
（
平
成
26
年
４
月
ご
ろ
）
か
ら
２

年
間

◆
報
酬　

日
額
５
０
０
０
円

◆
募
集
人
数　

４
人
程
度

◆
応
募
資
格　

次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
人

・
市
内
在
住
で
、
平
成
26
年
１
月
１

日
現
在
、
満
20
歳
以
上
の
人

・
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
年
２

回
程
度
の
審
議
会
に
出
席
可
能
な

人・
市
の
他
の
審
議
会
委
員
な
ど
に

委
嘱
さ
れ
て
い
な
い
人

◆
応
募
期
限　

４
月
11
日
（
金
）

　

市
で
は
、
市
民
か
ら
の
幅
広
い
意

見
を
行
財
政
改
革
の
推
進
に
向
け
た

取
り
組
み
に
反
映
さ
せ
る
た
め
「
石

岡
市
行
財
政
改
革
懇
談
会
」
を
設
置

し
ま
す
。
こ
の
度
、
市
民
の
意
見
を

幅
広
く
反
映
す
る
た
め
、
３
人
程
度

を
市
民
か
ら
公
募
し
ま
す
。

●
役
割　

行
財
政
改
革
の
推
進
に
関

す
る
重
要
事
項
の
審
議
や
行
財
政
改

革
大
綱
の
進
行
状
況
の
調
査
な
ど

●
任
期　

市
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

日
（
平
成
26
年
５
月
ご
ろ
）
か
ら
２

年
間

●
報
酬　

日
額
５
０
０
０
円

●
募
集
人
数　

３
人
程
度

●
応
募
資
格　

次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
人

・
市
内
在
住
で
、
平
成
26
年
１
月
１

日
現
在
、
満
20
歳
以
上
の
人

・
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
年
２
回

程
度
の
審
議
会
に
出
席
可
能
な
人

・
市
の
他
の
審
議
会
委
員
な
ど
に
委

嘱
さ
れ
て
い
な
い
人

・
国
や
地
方
公
共
団
体
の
議
員
や
常

勤
の
公
務
員
で
な
い
人

●
応
募
期
限　

４
月
18
日
（
金
）

応
募
方
法　

い
ず
れ
も
所
定
の
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
市
役

所 

政
策
企
画
課
ま
た
は
八
郷
総
合
支

所 

総
務
課
に
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
電
子
メ
ー
ル
、
郵
送
の
い
ず
れ

か
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
そ
れ
ぞ
れ
の
課
に

備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.city.

ishioka.lg.jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

選
定
方
法　

提
出
さ
れ
た
応
募
用
紙

の
ほ
か
、
委
員
全
体
の
年
齢
や
地
域

構
成
、
男
女
比
な
ど
を
勘
案
し
決
定

し
ま
す
。
選
考
結
果
は
本
人
あ
て
に

通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
役
所 

政
策
企
画
課

〒
３
１
５   

―８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
４
）

℻
２
２
・
３
６
８
４

　

kikaku@
city.ishioka.lg.jp

員
を
募
集
し
て
い
ま
す

皆
さ
ん
の
意
見
を
市
政
に
！

委

石
岡
市
総
合
計
画
審
議
会

石
岡
市
行
財
政
改
革
懇
談
会

３　　広報いしおか４月１日号  №２０４

石
岡
市
総
合
計
画
審
議
会

石
岡
市
行
財
政
改
革
懇
談
会



石
岡
駅
橋
上
化
と
自
由
通
路

新
設
工
事
の
安
全
を
祈
願

地
域
振
興
・
ふ
る
さ
と
再

生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

い
し
お
か
雛ひ

な

巡
り
と
石
岡
市

特
別
写
真
展
を
同
時
開
催

　

２
月
26
日
、
Ｊ
Ｒ
石
岡
駅
橋
上
化

お
よ
び
自
由
通
路
新
設
工
事
の
安
全

祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
石
岡
駅
周
辺
整
備
事
業
と

し
て
、
駅
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
含
め
た
安
全
で
快
適
な
交
通
環
境

の
整
備
、駅
東
西
の
交
流
の
活
発
化
、

中
心
市
街
地
の
顔
と
し
て
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

安
全
祈
願
祭
は
、
工
事
を
行
う
建

設
会
社
な
ど
の
主
催
に
よ
り
、
県
議

会
議
員
、
市
議
会
議
員
、
地
元
区
長
、

Ｊ
Ｒ
関
係
者
な
ど
が
出
席
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

市
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
石
岡

駅
周
辺
整
備
を
通
じ
て
、
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
、
賑
わ
い
づ
く
り
を
行

う
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
体
が
不
自

由
な
方
々
は
も
ち

ろ
ん
、
す
べ
て
の

人
に
や
さ
し
い
環

境
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
工
事
が
安
全

に
滞
り
な
く
進
む

こ
と
を
心
か
ら
お

祈
り
す
る
と
と
も

に
、
駅
周
辺
が
皆

さ
ま
に
親
し
ま
れ

る
地
域
に
な
る
こ
と
を
強
く
願
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
工
事
進
捗
な
ど
に
つ
い
て

は
、
随
時
、
広
報
い
し
お
か
ま
た
は

ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。

　

２
月
28
日
に
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま
わ
り
の
館
を
会
場
に
地
域
振

興
・
ふ
る
さ
と
再
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
「
地
域
振
興
」
と
「
ふ
る

さ
と
再
生
」
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
市

が
共
に
進
め
る
た
め
、
基
調
講
演
と

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通

し
、
お
も
て
な
し
の
心
に
つ
い
て
学

ぼ
う
と
す
る
も
の
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
２
部
構
成
と
な
っ
て
い
て
、
１
部

で
は
、日
立
市
に
あ
る
国
民
宿
舎「
鵜

東
日
本
大
震
災
へ
の
寄
付
な
ど

●
日
本
赤
十
字
社
茨
城
県
支
部
へ

・
増
山　

み
ゆ
き

＊
平
成
26
年
２
月
28
日

現
在  （
敬
称
略
・
順
不
同
）

災
害
へ
の
支
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

の
岬
」
の
前
総
支
配
人
の
塙
吉
七
氏

を
迎
え
「
心
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
講

演
で
は
「
日
本
一
予
約
の
取
れ
な
い

国
民
宿
舎
」
と
言
わ
れ
る
ま
で
に
し

た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
語
ら
れ
、
実

体
験
を
通
し
て「
お
も
て
な
し
の
心
」

の
大
切
さ
を
会
場
に
投
げ
か
け
ま
し

た
。

　

第
２
部
は
「
地
域
振
興
・
ふ
る
さ

と
再
生
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、

茨
城
大
学
准
教
授
の
長
谷
川
幸
介
氏

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
、
市

民
代
表
の
４
人
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
、
日
頃
取
り
組
ん
で

い
る
活
動
を
通
し
て
地
域

の
抱
え
る
課
題
や
こ
れ
か

ら
の
地
域
振
興
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
、

今
泉
市
長
は
「
市
役
所
内

や
地
域
間
の
連
携
を
さ
ら

に
進
め
て
い
く
こ
と
に
加

え
、
石
岡
で
育
っ
て
い
く

子
ど
も
た
ち
が
郷
土
愛
を

持
て
る
よ
う
に
、
地
域
の

歴
史
を
伝
え
る
機
会
を
増

や
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
語
り
ま
し
た
。

石
岡
一
高 

ぶ
ど
う
サ
イ
ダ
ー

の
販
売
を
開
始

　

２
月
20
日
、
石
岡
第
一
高
等
学
校

の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
企
画
立
案
し
て

作
っ
た
「
い
し
い
ち
ぶ
ど
う
サ
イ

ダ
ー
」
が
製
品
化
さ
れ
、
そ
の
報
告

に
生
徒
の
皆
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、房
と
し
て
収
穫
で
き
ず
、

こ
れ
ま
で
廃
棄
し
て
い
た
ブ
ド
ウ
が

何
か
に
活
用
で
き
な
い
か
と
、
生
徒

の
皆
さ
ん
が
考
案
し
作
っ
た
も
の

で
、
栽
培
か
ら
製
品
化
ま
で
手
が
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
原
材
料
と
な
っ
た

ブ
ド
ウ
は
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
で
定
め

ら
れ
た
基
準
を
満
た
し
、
有
機
認
定

を
取
得
し
た
ほ
場
で
作
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

商
品
は
卒
業
式
に
合
わ
せ
た
３
月

１
日
か
ら
市
内
直
売
所
な
ど
で
販
売

を
ス
タ
ー
ト
。
ブ
ド
ウ
の
香
り
と

す
っ
き
り
し
た
飲
み
口
が
特
徴
で

す
。

▲会場には多くの聴衆が集まり、おもてなしの心について学びました。

　

２
月
23
日
「
第
７
回
石
岡
つ
く
ば

ね
マ
ラ
ソ
ン
」
を
旧
八
郷
南
中
学
校

が
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
開
催
し
、

県
内
外
か
ら
約
２
０
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
10
㎞
、
５
㎞
、
３
㎞
、

２
㎞
の
４
種
目
、
22
部
門
で
行
い
、

参
加
者
ら
は
健
脚
を
競
い
な
が
ら
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し

た
。

　
「
筑
波
山
を
見
な
が
ら
走
る
こ
と

が
で
き
て
気
持
ち
良
か
っ
た
」「
筑

波
山
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
大
好
き
な
の

で
、
ま
た
参
加
し
た
い
」
な
ど
、
走

り
終
え
た
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
は
さ
ま
ざ

ま
な
感
想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 石

岡
つ
く
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン

で
健
脚
を
競
う

▲ゴールまで全力疾走するランナーの皆さん。

　

２
月
15
日
か
ら
３
月
３
日
ま
で
、

い
し
お
か
元
気
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員

会
主
催
の
「
い
し
お
か
雛
巡
り
」
が

中
心
市
街
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
期

間
中
は
、
90
軒
の
商
店
な
ど
に
年

代
も
の
の
雛
人
形
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
ま
ち
か
ど
情
報

セ
ン
タ
ー
で
は
、
雛
人
形
を

歴
史
絵
巻
風
に
歌
舞
伎
の
舞

台
に
見
立
て
て
飾
る
情
景
飾

り
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
物
語
の
主
人
公
は
平
是

清
、
平
氏
一
門
で
歴
史
に
名

を
残
す
悪
七
平
衛
と
言
わ
れ

た
ヒ
ー
ロ
ー
で
す
。
歌
舞
伎

十
八
番
の
中
で
も
演
じ
ら
れ

る
「
是
清
の
牢
破
り
」
を
鑑

賞
す
る
お
雛
様
た
ち
が
飾
ら

れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
多
く

▲「いしいちぶどうサイダー」が完成し、市役所に報告に訪れた石岡一
高生の皆さん。

の
見
物
客
で
賑
わ
い
、
訪
れ
た
人
た

ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
市
で
は
、
雛
巡
り
に
あ
わ
せ

て
「
石
岡
市
特
別
写
真
展
」
を
国
府

の
近
清
書
店
跡
で
開
催
し
、
大
正
時

代
か
ら
昭
和
30
年
代
ま
で
の
石
岡
の

町
並
み
や
看
板
建
築
を
紹
介
し
ま
し

た
。
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
県
内

で
水
戸
に
次
ぐ
商
都
と
し
て
栄
え
た

石
岡
。
写
真
か
ら
は
昭
和
４
年
の
石

岡
の
大
火
か
ら
の
復
興
、
戦
中
、
戦

後
の
経
済
成
長
の
様
子
が
映
し
出
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
約
１
０
０
０

人
が
訪
れ
「
懐
か
し
い
」「
心
が
癒

や
さ
れ
た
」「
生
ま
れ
て
い
な
い
昔

の
写
真
が
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
」
と

　

２
月
13
日
、
杉
並
小
学
校
の
４
年

生
を
対
象
に
「
ジ
オ
パ
ー
ク
授
業
」

を
行
い
、
ジ
オ
パ
ー
ク
や
地
域
の
地

形
や
地
質
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
小
学
５
、６
年
理
科
で
水

の
は
た
ら
き
や
大
地
の
つ
く
り
を
学

習
す
る
に
当
た
り
、
筑
波
山
の
地
質

や
ふ
る
さ
と
の
地
理
に
つ
い
て
興
味

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
。

講
師
に
産
業
技
術
総
合
研
究
所
地
質

標
本
館
の
専
門
家
ら
を
招
き
、
ジ
オ

パ
ー
ク
に
つ
い
て
の
説
明
を
は
じ

め
、
石
岡
市
側
か
ら
見
た
筑
波
山
周

辺
の
地
形
模
型
や
塗
り
絵
を
使
い
な

が
ら
の
説
明
に
児
童
た
ち
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
筑
波
山
と
同
じ
石
を
実
際

に
見
て
触
れ
な
が
ら
、
そ
の
違
い
を

観
察
し
ま
し
た
。　

　

４
年
１
組
の
坂
野
由
奈
さ
ん
は

「
も
と
も
と
、
め
ず
ら
し
い
石
を
集

め
る
の
が
好
き
で
し
た
。
こ
の
授
業

で
石
に
つ
い
て
色
々
知
る
こ
と
が
で

き
て
、さ
ら
に
興
味
が
わ
き
ま
し
た
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、
地
層
・
岩
石
・

地
形
・
火
山
・
断
層
な
ど
の
貴
重
な

見
ど
こ
ろ
を
地
域
の
宝
と
し
て
結
び

つ
け
た
「
大
地
の
公
園
」
の
こ
と
で

す
。
市
で
は
、
筑
波
山
地
域
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
に
加
盟
し
、
ジ

オ
パ
ー
ク
の
認
定
に
向
け
て
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▲石はどうやってできるかなど、専門家の先生から質問
を受ける児童たち。

杉
並
小
学
校
で

ジ
オ
パ
ー
ク
授
業
を
実
施

▲写真を見ながら、昔懐かしい町並みに思いをはせる来場者。

広報いしおか４月１日号  №２０４　　４５　　広報いしおか４月１日号  №２０４

まちの
話題

できごと

まちの
話題

できごと

▲安全祈願祭でくわ入れを行う今泉市長。



篠笛

祭囃子などを華やかに演出
する篠笛を学びましょう。
日時
5 /17・24・31
6 /7・14・21・28 7 /5

（土曜日）13:15 ～ 15:15
講師　平井隆
定員 15 人　
篠笛・資料代　8,050 円
※小学 5 年生以上対象。

生活に役立つパソコン
（ワード編）
より生活に役立つパソコ
ン操作を学びましょう。
日時
5 /17・31 6 /7・14・28
7 /12・19・26

（土曜日）9：30 ～ 11:30
講師　石井広行
定員 20 人　
資料代　100 円
※文字入力のできる人対
象、パソコンの持ち込み可。

リラックスヨガ
アロマとの相乗効果に加
え絹手袋でより滑らかな
動きを取り入れます。
日時
5 /27 6 /10・24
7 /1・15 8 /19 9 /2・9

（火曜日）13:00 ～ 14:30
講師　鈴木 加奈子
定員 24 人　絹手袋・資
料代 1,250 円

楽しい合唱
懐かしい名曲を歌い、豊
かな感性を育みましょ
う。
日時
5 /23 6 /13・27
7 /11・25 8 /8

（金曜日）10:00 ～ 11:30
講師　幡谷秀子
定員 25 人　
資料代　200 円

パソコン 
ワード & エクセル
基本操作を学びグラフや
表を作成してみましょう。
日時
5 /23・30 6 /6・13・27
7 /4・11・18

（金曜日）10:00 ～ 12:00
講師　片桐景子
定員 20 人　
教材費 700 円
※パソコン持参、文字入
力のできる人対象。

ひまわり学級
心身の安定のため学び合
いましょう。
日時
5 /15 6 /12 7 /3・31
9 /11 � /23 � /18

（木曜日）10:00 ～ 12:00
講師　社会教育指導員
　　　専門講師
定員 50 人　連絡用ハガ
キ代312円（館外は実費）
※女性対象。

けやき学級

元気に日々を送るため互
いに学び合いましょう。
日時
5 /15 6 /5 7 /3・
24 9 /11 � /9 � /18（木
曜日）10:00 ～ 12:00
講師　社会教育指導員
　　　専門講師
定員 50 人　連絡用ハガ
キ代312円（館外は実費）
※65歳以上の高齢者対象。

書道入門
書の歴史や書体などを学
び一歩でも書の世界に近
づきましょう。
日時
5 /14・28 6 /11・25
7 /9・16

（水曜日）9:00 ～ 11:00
講師　助川常治
定員 20 人　
資料代　500 円

けやき学級
講演や館外活動を通して見
聞や交友を広げましょう。
日時
5 /7 6 /18 7 /23 9 /3
� /15 � /3・17

（水曜日）10:00 ～ 12:00
講師　社会教育指導員
　　　専門講師
定員 50 人　連絡用ハガ
キ代など 300 円（館外
は実費）※ 65 歳以上の
高齢者対象

KIDS ダンス
リズムに合わせて楽しく
ダンス！公民館まつり

（11/23）で発表しましょう。
日時
6 /8・22 7 /6・13 9 /7・
21 � /5・19 � /9・16

（日曜日）10:00 ～ 12:00
講師　木村幸子
定員 15 人　
参加費 1,000 円（T シャ
ツ 2 枚込み）

はじめての陶芸

器や置き物など簡単なも
のから始めます。
日時
5 /24・31 6 /21・28

（土曜日）14:00 ～ 16:00
講師　富田恵子
定員 15 人　
材料費　1,000 円
※小学 4 年生以上対象

リズムダンス

リズムに合わせて楽しく
踊りましょう。
日時
5 /24 6 /14・28
7 /12・26 8 /9・23

（土曜日）10:00 ～ 11:30
講師　木村幸子
定員 24 人　無料

苔玉盆栽
オリジナリティ―溢れる
作品を作りましょう。空
間浄化にもインテリアに
も最適です。
日時
5 /24（土曜日）
9:30 ～ 11:30
講師　池田稔
定員 20 人　
材料費 1,000 円（2 個）

手編みで小物づくり
身近なホーム用品などを
作ります。
日時
5 /20 6 /3・17 7 /8・29
8 /5・26 9 /2

（火曜日）9:30 ～ 11:30
講師　吉田純子
定員 20 人　
資料代　100 円

はじめてのキルト

一 針 一 針 心 を 込 め て
ショッピングバッグを
作ってみましょう。
日時
5 /23 6 /6・13・20・27
7 /4・11

（金曜日）10:00 ～ 12:00
講師　武藤良子
定員 20 人　
材料費・資料代 2,100 円

楽しい折り紙細工
日常生活で利用する心な
ごむ作品を作り楽しみま
しょう。
日時
5 /20 6 /10・24
7 /1・15・29

（火曜日）9:30 ～ 11:30
講師　井坂日出代
定員 20 人　
教材費 1,000 円

缶詰をつかった
バラエティ料理
安くて簡単、栄養豊富な

「缶詰」を使っておうち
ご飯を作りましょう
日時
5 /22 6 /5・19 7 /3・17

（木曜日）10:00 ～ 13:00
講師　石塚ナツ子
定員 24 人　
材料費・資料代 4,500 円

常陸国風土記を学ぶ
那珂郡と久慈郡の風土記
条文を読み解き記されて
いる史跡を見学します。
日時
5 /28 6 /19 7 /11
14:00 ～ 15:30（初回の
み）
講師　黒澤彰哉
定員 30 人　
資料代 300 円（館外は
実費）

パソコン（ワード中級）
ワードを使って表やイラス
トを挿入した文書作成方法
をマスターしましょう。
日時
5 /30 6 /6・13・20・27
7 /4・11・18

（金曜日）14:00 ～ 16:00
講師　糸賀芳子
定員 20 人　
教材費　700 円
※ワード経験者（パソコ
ン持ち込み可）

たのしい歌の広場
日本や世界のいろいろな
分野の歌をみんなで楽し
く歌いましょう。
日時
5 /15・29 6 /12・26
7 /10・31 8 /7

（木曜日）10:00 ～ 12:00
講師　磯前容子
定員 50 人　
教材費 1,080 円

歴史探訪～川越

埼玉県川越市を訪ねま
す。歴史の移り変わりを
学びましょう。
日時
7 /3（木曜日）
8:30 ～ 16:30
講師　ボランティアガイド
定員 30 人　参加費（入
館料、昼食代、ガイド代
など）実費

マクロビオティック

健康的でおいしく、美容も
意識した食事を作ります。
日時
6 /5 7 /3 8 /7

（木曜日）10:00 ～ 12:30
講師　小川原朋子
定員 24 人　
資料代・材料費
2,500 円

楽らく筋トレボール体操

ボールの特性を利用し気
軽に楽しく筋トレ運動を
行いましょう。
日時
5 /27 6 /10・24
7 /8・15

（火曜日）13:30 ～ 15:00
講師　佐藤直子
定員 50 人　
ボール代 950 円（希望
者のみ）

やさしい絵てがみ
身近な画材を選んで絵を
描き、短文に気持ちや想
いを表現してみましょ
う。
日時
5 /22 6 /5・19
7 /3・17・31

（木曜日）13:30 ～ 15:30
講師　杉山冨美子
定員 20 人　
教材費 1000 円

楽しいコーラス

誰にでも親しめる懐かし
い名曲をコーラスで楽し
みましょう。
日時
5 /21 6 /18
7 /2・16・30 8 /6

（水曜日）10:00 ～ 12:00
講師　佐藤榮二
定員 60 人　
資料代　200 円

エンタメ歌舞伎
歌舞伎を楽しみたい人の
入門講座です。初心者に
もやさしく楽しく案内し
ます。
日時
5/8・226/5・197/3・17

（木曜日）10:00 ～ 12:00
講師　上田幸夫　定員30人
教材費 850 円（館外は
実費）
※環境が整えば観劇有

パスタカフェスタイル

パスタを中心にいろいろ
な種類の料理でカフェ気
分を味わいましょう。
日時
5 /23 6 /13
7 /11 8 /8 9 /12

（金曜日）9:30 ～ 12:30
講師　竹村啓子
定員 24 人　
資料代・材料費 4,100 円

学
び
た
い
気
持
ち
、
応
援
し
ま
す

　

月 

開
講

   
公
民
館
講
座

※
注
意
事
項

＊
同
一
館
で
、
け
や
き
学
級
（
65
歳
以
上
）
と
、

ひ
ま
わ
り
学
級
（
女
性
）
を
一
緒
に
申
し
込
む
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
他
館
で
の
同
じ
学
級

の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

＊
４
月
７
日
（
月
）
は
、
休
館
日
の
た
め
各
公
民

館
と
も
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

＊
受
講
対
象
は
、
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
。

＊
各
講
座
と
も
受
講
希
望
者
が
定
員
を
超
え
た
場

合
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

中
央
公
民
館　

☎
４
３
・
６
２
６
２　

柿
岡
５
６
８
０
番
地
１

府
中
地
区
公
民
館　

☎
２
４
・
１
５
３
０ 

府
中
五
丁
目
５
番
17
号

東
地
区
公
民
館　

☎
２
６
・
６
５
０
３

ひまわり学級
館外学習などを通して見
聞を広め仲間づくりをし
ましょう。
日時
5/76/117/239/10
� /15 � /12 � /17

（水曜日）10:00 ～ 12:00
講師　社会教育指導員
　　　専門講師
定員 50 人　連絡用ハガ
キ代など 300 円（館外
は実費）※女性対象

５

申
込
期
間

４
月
４
日
（
金
）
～
13
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

新たな趣味や余暇の過ごし方、見つけてみませんか？

申
込
方
法

　

希
望
す
る
講
座
を
開
催
す
る
各
公
民

館
の
窓
口
に
直
接
申
し
込
み
。

※
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込
み
は
、
で

き
ま
せ
ん
。
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スクラップブッキング

思い出の写真を素敵な作
品にして部屋に飾りま
しょう。紙、布、レース
などの素材と写真をコ
ラージュ、製本する方法
を学びましょう。
日時
5/206/10・177/8・15

（火曜日）10:00 ～ 12:00
講師　殿塚麗
定員 16 人　
材料費 5,200 円

土と楽しむ陶芸

器や茶碗などの制作を通
して陶芸の基本を学びま
しょう。
日時
5 /21・28 6 /18 7 /2

（水曜日）9:30 ～ 11:30
講師　清水正章
定員 12 人　
材料費 3,500 円

寄せ植え教室
　「暮らしを彩る
　　ミニガーデン」

3 パターンのミニガーデ
ン作りで草花に親しみ、
植物のある生活を楽しみ
ましょう。
日時
5 /23 6 /27 7 /11

（金曜日）10:00 ～ 12:00
講師　本田里恵子
定員 15 人　
材料費 7,500 円（3 回分）

楽しく学ぶパン作り

色々な種類のパンを作
り、手作りの楽しさを学
びましょう。
日時
5 /13・27 6 /3・24
7 /1

（火曜日）9:30 ～ 12:30
講師　竹村啓子
定員 24 人　
材料費・資料代 4,050 円

背骨・骨盤の歪みを
改善する自力整体
背骨や骨盤の歪みを自分
で調整する方法を学びま
しょう。
日時
5 /10・17・31
6 /7・14・21

（土曜日）10:00 ～ 12:00
講師　中村博美
定員 30 人　無料

旭台会館講座 開講
初めての土台作り
受付期間　4 月 8 日（火）~25 日（金）
午前 9 時～午後 5 時
※月曜休館。定員を超えた場合は抽選。
申し込み少数の場合は中止の可能性あり。
費用　無料（※一部実費あり）
申込方法　直接申し込み、または電話、ファッ
クス、メール
問い合わせ　石岡市旭台会館
☎ 26-1366　FAX26-1780
　asahidai@smile.ocn.ne.jp

日本舞踊
日本の伝統文化、着物で
の立ち居振る舞いに興味
のある人、踊る楽しさ、
表現する喜びを一緒に味
わいましょう。
日時
5 /21・28
6 /4・11・18・25

（水曜日）19:00 ～ 21:00
講師　福田良江
定員 10 人　無料

コーヒーの淹れ方
家庭で簡単においしい
コーヒーを淹れる方法を
学ぶ。基本を知って自分
だけのスタイルを。
日時
5 /18（日曜日）
10:00 ～ 12:00
講師　鈴木誉志男
定員 20 人
教材費 500 円

がまの油売り口上

「さあ、さあ、お立会い…」
の名調子で始まる「平賀
流がまの油売り口上」講
座では、口上とともに江
戸時代の人々の暮らしや
筑波山の歴史を伝授、が
まの油売りのルーツも学
びます。
日時
5 /25 6 /8・22 7 /6

（日曜日）10:00 ～ 12:00
講師　石塚淳一
定員 15 人　
無料

ハタ・ヨガ
ハタ・ヨガの運動量は適
度な範囲で運動量もさほ
ど多くないのでだれでも
挑戦できます。
日時
6 /5・12・19・26

（木曜日）
10:00 ～ 12:00
講師　金子れい
定員 20 人　無料

着物の着付け

基本的な着物の着付けを
学びます。初心者も大歓
迎です。着物を着て優し
い気持ちになろう！
日時
5 /24・31
6 /7・14・21・28

（土曜日）13:30 ～ 15:30
講師　小池俊枝
定員 15 人　無料

木でできたコカリナ
初歩の初歩
誰でも簡単に演奏できてポ
ケットに入れどこにでも気
軽にもっていける楽器です。

「これから何か楽器を始
めたい」と考えている人
はコカリナなどいかがで
すか？
日時
5 /20 6 /3・17
7 /1・15 8 /5

（火曜日）19:00 ～ 21:00
講師　河部さかゑ
定員 15 人　
教材費 5,940 円

体力をつくる低山登山

低山に登り、自然を楽し
んだり、体力づくりをし
たりしましょう。
日時
5 /14 6 /4 7 /9

（水曜日）
講師　飯塚正雄
定員 26 人　写真・保険
ハガキ代など 400 円（館
外は実費）

バードカービング
鉛筆をナイフで削ること
ができる技術さえあれば
誰でもできる、楽しいも
のなんですよ～。
日時
5 /28 6 /11・25
7 /9・23 8 /6（水曜日）
13:30 ～ 15:30
講師　渡邊敏治
定員 15 人　
資料代 500 円
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霞ヶ浦の環境と
歴史を学ぶ講座
霞ヶ浦を取り巻く歴史・
文化自然などについて見
聞を広めましょう。
日時
5 /9・28 7 /16 9 /24
� /19 2 /3（主に水曜
日）午前または午後
講師　社会教育指導員
　　　専門講師
定員 50 人　連絡用ハガ
キ代 260 円（館外は実費）

パソコン（ワード・エク
セル中級 ~ 応用編）
エクセルで作成したデー
タをワードで利用する方
法を学びましょう。
日時
5 /29 6 /5・12・19・26
7 /3・10・17

（木曜日）9:30 ～ 11:30
講師　糸賀芳子
定員 20 人　教材費 700 円
※ワード・エクセル経験
者対象（パソコン持込可）

男性の料理

缶詰と乾物を利用しての
簡単料理と昔懐かしい料
理に挑戦しましょう。
日時
5 /17・31 6 /14・28
7 /5

（土曜日）9:30 ～ 12:00
講師　竹村啓子
定員 20 人　
材料費・資料代 4,100 円

里山ウォーキング

新緑のシーズンを満喫し
健康を維持しましょう。
日時
5 /14・28 6 /11・25

（水曜日）9:00 ～ 12:00
講師　伊藤政男
定員 40 人　
保険・写真代 400 円

ビューティ・ペルヴィ
ス R（骨盤調整）
ペルヴィス（骨盤）を中
心に全身を自力調整しま
す。体と心のバランスを
整え内外面から美しくな
りましょう。
日時
5 /21・28 6 /4・11

（水曜日）10:00 ～ 11:30
講師　坂口悦子
定員 15 人　無料
※女性対象

木工作品作り
（三段小引き出し整理箱）
木の温もり癒しを感じる
作品づくりをしましょう。
日時
5 /18・25 6 /15・22
7 /6

（日曜日）9:00 ～ 12:00
講師　関口昌之
定員 15 人　
材料費 4,000 円

バスケタリー
（かごを編む）

天然素材の籐（丸籐）を編
んで形のできていく過程
を手で感じてみましょう。
日時
5 /13・27 6 /10・24
7 /8・29

（火曜日）9:30 ～ 12:00
講師　小倉美津江
定員 10 人　
材料費 3,000 円

季節のスイーツ
パティシエ直伝！家庭でで
きる季節のフルーツを使っ
たスイーツを作ります。
日時
5 /16 6 /20 7 /18

（金曜日）13:30 ～ 15:30
講師　柴﨑英樹
定員 12 人　
材料費・資料代 3,030 円
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日本の美しい歌に
ふれる声楽
日本のクラシック音楽を
いっしょに歌いましょう。
日時
5 /14 6 /11 7 /16

（水曜日）13:30 ～ 15:30
講師　オペラ制作委員会
安川みく 鳥羽山沙紀
定員 12 人　
資料代 50 円

今から始める
スマートフォン操作
通話・メール・撮影など
の基本操作を学びます。

（貸出用スマートフォン
あり）
日時
6 /18・25 7 /2・9

（水曜日）13:30 ～ 15:30
講師　携帯電話会社
定員 10 人　無料

けやき学級

ひまわり学級

新たな自分づくりに挑戦
しましょう。
日時
5 /9・30 7 /4 9 /12 �
/10 � /20 2 /3（主に金
曜日）午前または午後
講師　社会教育指導員
　　　専門講師
定員 50 人　連絡用ハガ
キ代 312 円（館外は実
費）※ 65 歳以上の高齢
者対象

新たな自分を発見しま
しょう。
日時
5 /9 6 /5 7 /24 9 /5
� /2 � /27 2 /3（主に
木曜日）午前または午後
講師　社会教育指導員
　　　専門講師
定員 50 人　連絡用ハガ
キ代312円（館外は実費）
※女性対象

パソコンワード初級編
ワード機能を使って、文
書を作成してみましょう。
日時
5 /13・20・27
6 /3・10・17・24 7 /1

（火曜日）9:30 ～ 11:30
講師　糸賀芳子
定員 20 人　
資料代　700 円

けやき学級

簡単に楽しめる
アクセサリー
オリジナルのアクセサリー
作りを楽しみましょう。
日時
5 /14・28
6 /11 7 /9 8 /6

（水曜日）10:00 ～ 12:00
講師　栗原智子
定員 15 人　
材料費 2,500 円

ひまわり学級

懐かしい童謡と唱歌
童謡や唱歌をみんなで楽
しく歌いましょう。
日時
5 /30 6 /6・20 7 /4・
18 8 /1・29 9 /5

（金曜日）9:30 ～ 11:30
講師　佐藤榮二
定員 60 人　
テキスト代 850 円
資料代 100 円

寿司いろいろ
楽しみながら、いろいろ
な寿司をつくりましょう。
日時
5 /15 6 /12 7 /17

（木曜日）9:30 ～ 12:00
講師　菊地ふみ
定員 16 人　
材料費　2,500 円

楽しいオリジナル
木工品作り
木のぬくもりを感じる
テーブルとイスを作りま
しょう。
日時
5 /10・31 6 /7・28
7 /12・26（土曜日）
9:30 ～ 12:00
講師　関口昌之
定員 15 人　
材料費 3,600 円

プラーナヨガ（初級編）

ヨガの気持ち良さを体感
しましょう。
日時
5 /9・23 6 /13・20
7 /25 8 /8・22・29
9 /5・19

（金曜日）10:00 ～ 11:30
講師　鈴木加奈子
定員 20 人　
資料代　300 円

歴史探訪史跡めぐり

歴史と文化が息づく関東の街を散策し、教養を深め
楽しく仲間づくりをしましょう。
日時
6 /6（群馬県太田市）
7 /4（宇都宮市）
8 /29（坂東市）

（金曜日）8:00 ～ 17:00
講師　地域ボランティア
定員　各回 31 人　
連絡用ハガキ代　52 円　ほかは実費

ウォーキング
安全に楽しく歩きましょう。
日時
5 /20 6 /17 7 /8
8 /12 9 /9

（火曜日）9:00 ～ 12:00
講師　松尾喜久雄
定員 20 人　
保険料実費

あたたかい手づくりパン
パン作りの基礎知識を習
得しましょう。
日時
1 班5 /1 6 /5 7 /3
2 班5 /22 6 /19 7 /10

（木曜日）9:00 ～ 15:00
講師　伊熊孝文
定員各班 8 人　
材料・資料代 1,000 円

国
府
公
民
館　
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国
府
五
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仲間づくりと見聞を広め
ましょう。
日時
5 /8・29 6 /26 8 /21
� /16 � /13 1 /15

（木曜日）午前または午後
講師　社会教育指導員
　　　専門講師
定員 50 人　連絡用ハガ
キ代など 312 円（館外
は実費）

仲間と楽しく学びましょ
う。
日時
5 /8・22 6 /26 8 /7
� /2 � /6 1 /15

（木曜日）午前または午後
講師　社会教育指導員
　　　専門講師
定員 50 人　連絡用ハガ
キ代 312 円（館外は実
費）※女性対象。
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情報　ネットワーク

情報
ネットワーク

市
内
の
事
故
発
生
状
況
【
２
／
28
現
在
】

・
発
生
件
数　
　

47
件
（
＋
１
）

・
死
者
数　
　

１
人
（
±
０
）

・
負
傷
者
数　
　

68
人
（
＋
２
）

・
物
損
事
故　
　

３
１
７
件

※
（　

）
内
は
前
年
比
の
増
減
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

石
岡
警
察
署 

交
通
課

　

☎
２
８
・
０
１
１
０

石
岡
警
察
署
か
ら

募
　
　
集

石岡市役所
　☎ 23‐1111
八郷総合支所
　☎ 43‐1111
石岡消防署
　☎ 23‐0119
八郷消防署
　☎ 43‐6491
火災情報
　☎ 24‐1818
テレホンサービス
　☎ 0800‐800‐7766

イ
ベ
ン
ト

そ

の

他

茨
城
県
高
浜
釣
大
会

　

第
44
回
茨
城
県

高
浜
釣
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
参
加

は
無
料
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
出
で

く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
20
日
（
日
）
雨
天
決
行

・
午
前
５
時
の
花
火
を
合
図
に
受
け

付
け
開
始
。
受
け
付
け
終
了
後
、
釣

り
開
始
。

会
場　

Ｊ
Ｒ
高
浜
駅
周
辺 

　
　
　
　
　
　
　

恋
瀬
川
流
域

競
技　

竿
釣

４
月
20
日

※
引
っ
か
け
・
ギ
ャ
ン
グ
は
禁
止
。

受
付
場
所
（
３
か
所
）　

高
浜
駅
前
・
愛
郷
橋
・
山
王
川

審
査　

午
後
１
時
の
花
火
を
合
図
に

納
竿
。
午
後
２
時
ま
で
に
大
会
本
部

で
検
量
審
査
実
施
。
２
時
以
降
は
失

格
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）　

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
３
４
）

　

下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
に
接

続
す
る
人
（
新
築
住
宅
を
除
く
）
で
、

平
成
24
年
４
月
以
降
に
使
用
可
能
と

な
っ
た
日
か
ら
、
３
年
以
内
に
接
続

を
す
る
人
に
は
、
申
請
に
よ
り
上
限

４
万
円
の
接
続
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。
な
お
、
交
付
対
象
地
区
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
請
時
の
必
要
書
類

・
排
水
整
備
等
計
画（
変
更
）確
認
申

請
書

・
市
税
完
納
証
明
書

問
い
合
わ
せ　

八
郷
総
合
支
所 

下
水
道
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
６
６
）

３
年
以
内
の
接
続
に

　
　
　
補
助
金
を
交
付

下
水
道
・
農
業
集
落
排
水

紙
お
む
つ
購
入
助
成
の
申
請

　

市
で
は
、
ね
た
き
り
の
高
齢
者
な

ど
に
対
し
、
紙
お
む
つ
購
入
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

平
成
26
年
１
～
３
月
購
入
分
と
あ
わ

せ
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
の
未
申
請
分

も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
４
月
11
日

（
金
）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
25
年
度
分
申
請
の
最
終
締
め

切
り
。
４
月
12
日
以
降
の
申
請
は
受

け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

高
齢
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
０
９
）

保
健
医
療
お
よ
び
福
祉
関

係
等
専
門
従
事
者
奨
学
金

　

市
で
は
、
保
健
医
療
お
よ
び
福
祉

関
係
専
門
学
校
な
ど
に
就
学
し
た
人

へ
奨
学
金
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

　

奨
学
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
い

く
つ
か
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
定
員　

２
名

募
集
締
切　

４
月
30
日
（
水
）

※
受
け
付
け
は
開
庁
時
の
み
で
、
期

限
後
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

高
齢
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
３
）

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
だ
れ

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
、
会
員
制
に
よ
る
在
宅

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
協
力
会
員
を
募
集

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
人
が
、

家
庭
で
少
し
で
も
充
実
し
た
生
活
を

お
く
れ
る
よ
う
、在
宅
福
祉
（
有
償
）

サ
ー
ビ
ス
協
力
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
協
力
く
だ
さ
い
。

活
動
内
容

・
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
…
食
事
の
支

度
、
洗
濯
、
掃
除
、
買
い
物
な
ど

・
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
…
乳
幼
児
の
世

話
、
学
校
・
保
育
施
設
の
開
始
前
後

の
預
か
り

・
移
送
サ
ー
ビ
ス
…
病
院
へ
の
通
院

や
公
共
機
関
へ
の
送
迎

※
移
送
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
運
転

講
習
会
の
受
講
（
９
月
）
が
必
要
で
す
。

活
動
時
間　

平
日
の
午
前
７
時
～
午

後
７
時
で
、
活
動
可
能
な
時
間
。
た

だ
し
、
午
前
７
時
～
９
時
と
午
後
５

時
～
７
時
は
、
時
間
外
の
扱
い
と
な

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

７
月
１
日
～
平
成
28
年
６
月
30
日

　

国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
を
優
し

く
見
守
っ
て
く
れ
る
河
川
愛
護
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

霞
ヶ
浦
付
近
に
住
ん
で

い
る
満
20
歳
以
上
の
人

活
動
内
容　

・
日
常
生
活
の
範
囲
内
で
知
り
得
た
情

報
を
、
河
川
管
理
者
に
伝
え
る
こ
と

・
ご
み
の
不
法
投
棄
な
ど

・
河
川
利
用
・
環
境
上
の
障
害
な
ど

委
嘱
期
間　

７
月
１
日
～
平
成
28
年

６
月
30
日
ま
で
の
２
年
間

謝
礼　

実
費
程
度

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　

in 

ｉ
ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｋ
ａ

日
時　

５
月
11
日
（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

※
受
け
付
け
は
、
午
後
１
時
～

場
所　

ベ
ル
・
ア
ー
ジ
ュ

　
　
　
　
　
　
（
石
岡
２
─16
─１
）

募
集
定
員　

男
女
各
20
名
（
男
女
と

も
に
45
歳
以
下
の
独
身
者
）

参
加
費
（
当
日
集
金
し
ま
す
）

・
男
性　

５
０
０
０
円

・
女
性　

２
５
０
０
円

※
５
月
４
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

キ
ャ
ン
セ
ル
料（
全
額
）が
か
か
り
ま
す
。

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
先
着
順
）

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
申
込

期
間
を
延
長
し
ま
す
。

申
込
期
間　

４
月
13
日
（
日
）
～
23

日
（
水
）

♥
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
県
南
地
域
活

動
協
議
会

☎
２
３
・
３
８
２
９
（
大
内
）

☎
０
９
０
・
４
０
０
２
・
３
５
６
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
押
止
）

５／11

　

Ｊ
Ｒ
石
岡
駅
か
ら
市
内
各
観
光
施

設
を
ま
わ
る
、

石
岡
ぐ
る
り
ん

（
観
光
巡
回
車
）

が
春
の
運
行
を

開
始
し
ま
す
。

運
行
日　

４
～
６
月
の
土
・
日
曜
日
と
祝
日

※
平
日
は
運
行
し
ま
せ
ん
。

運
行
ル
ー
ト　

①
Ｊ
Ｒ
石
岡
駅
→
②

常
陸
風
土
記
の
丘
→
③
朝
日
里
山
学

校
→
④
茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
→

⑤
や
さ
と
温
泉
ゆ
り
の
郷

運
行
時
間　

午
前
８
時
40
分
か
ら
約

１
時
間
ご
と
で
、
最
終
は
午
後
４
時

石
岡
ぐ
る
り
ん
が

　
　
春
の
運
行
を
開
始

石
岡
の
魅
力
を
再
発
見

り
ま
す
。

※
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
は
活

動
し
ま
せ
ん
。

活
動
料
金　

１
時
間 

６
０
０
円

　
　
（
時
間
外
は
３
０
０
円
増
）

※
活
動
中
に
使
用
し
た
自
家
用
車
の

ガ
ソ
リ
ン
代
は
利
用
者
が
負
担
し
ま

す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・
市
社
会
福
祉
協
議
会 

在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

本
所

☎
２
２
・
３
０
４
５

・
八
郷
支
所

☎
３
６
・
４
３
１
１

応
募
方
法　

電
話
で
申
込
用
紙
な
ど

を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

５
月
14
日
（
水
）
必
着

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

国
土
交
通
省 

霞
ヶ
浦
河
川
事
務
所 

占

用
調
整
課 

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
担
当

☎
０
２
９
９
・
６
３
・
２
４
１
９

15
分

乗
車
料
金
（
一
日
乗
り
放
題
）

・
大
人　

１
０
０
０
円

・
小
人
（
６
～
12
歳
）
５
０
０
円

※
未
就
学
児
は
無
料
で
す
。

乗
車
券
販
売
所

・
市
観
光
案
内
所
（
Ｊ
Ｒ
石
岡
駅
隣
）

・
各
立
ち
寄
り
施
設

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
観
光
協
会

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
１
３
４
）
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２月の入札結果２月の入札結果

事　業　名 事業
場所 

落札金額
(単位 : 万円 )

請負業者 入札日

25 身近なみどり整備推
進事業 森林整備業務委託
（染谷地区）

染谷 予）    244
落）    128

八郷
造園業(同)

2.10

25 単・市道 A4236 号線
測量委託 東大橋

希）    123
予）    117
落）    112

㈲技研昭和

25 被服一式購入 石岡市
消防本部

予）  131.4
落） 125.73 ㈲鈴機

25 石岡市新庁舎
建設基本計画
策定業務委託

市内
全域

予） 1,017
落）    300

㈱日立
建設設計
茨城支社

25 身近なみどり整備推
進事業 森林整備業務委託
（部原第2地区）

部原 予）    240
落）    225 ㈲石田木材 2.28

※ 希）希望価格（「くじ」の採用） ・ 予）予定価格 ・ 落）落札価格

  ■問い合わせ  契約検査課　☎ 23-1111（内線 263）

不
動
産
無
料
相
談
会

　

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
不
動
産
価

格
な
ど
の
無
料
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
８
日
（
火
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所　

土
浦
市
民
会
館 

第
４
会
議
室

　
　
　
　

   （
土
浦
市
東
真
鍋
２
─６
）

申
込
方
法　

当
日
、
会
場
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

４
月
８
日

　

大
切
な
人
が
突

然
倒
れ
、
心
肺
停

止
に
陥
っ
た
と
き
、
あ
な
た
は
何
が

で
き
ま
す
か
？ 

救
急
救
命
講
習
を

受
講
し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
使
い
方
や
心
肺
蘇
生

法
を
覚
え
、
大
切
な
人
を
守
り
ま
せ

ん
か
。
個
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
参

加
で
き
ま
す
。（
10
名
以
上
で
実
施
）

日
時　

毎
月
第
３
日
曜
日

　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場
所　

石
岡
消
防
署
、
八
郷
消
防
署

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・
石
岡
消
防
署 

救
急
係

☎
２
３
・
０
１
１
９
（
内
線
１
１
１
）

救
急
救
命
講
習
を
開
催

毎
月
第
３
日
曜
日

茨
城
子
ど
も

　
救
急
電
話
相
談

相
談
く
だ
さ
い

　

子
ど
も
が
急
な
病
気
に
か
か
っ
て

心
配
な
と
き
、ぜ
ひ
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間　

◆
毎
日
の
夜
間

　

午
後
６
時
30
分
～

11
時
30
分

◆
休
日
の
昼
間（
日・祝
日・年
末
年
始
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

・
八
郷
消
防
署　

☎
４
３
・
６
４
９
１

問
い
合
わ
せ　

（
社
）
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

☎
０
２
９
・
２
４
６
・
１
２
２
２

フ
レ
ッ
シ
ュ
求
人
情
報

　

市
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携

し
て
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
求
人
情
報
」
の

日
版
・
週
版
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
・
八
郷
総
合
支
所
の
正
面

玄
関
入
口
付
近
に
備
え
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

経
済
部 

石
岡
事
務
所

☎
３
６
・
１
１
２
５

日
版
・
週
版

車
上
ね
ら
い
に
注
意
を
！

石
岡
警
察
署
か
ら
の
犯
罪
情
報

　

今
年
に
入
り
、
車
上
ね
ら
い
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

車
上
ね
ら
い
は
、

自
宅
や
ア
パ
ー
ト
の

駐
車
場
の
ほ
か
、
店

舗
や
宿
泊
施
設
の
駐

車
場
で
も
多
発
し
て

い
ま
す
。

　

短
時
間
の
駐
車
で

も
油
断
せ
ず
、
車
内
に
バ
ッ
グ
な
ど

を
置
き
っ
放
し
に
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

石
岡
警
察
署

☎
２
８
・
０
１
１
０

相
談
電
話
番
号

・
す
べ
て
の
電
話
か
ら

　

☎
０
２
９
・
２
５
４
・
９
９
０
０

・
プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
携
帯
電
話
か
ら

　

☎
♯
８
０
０
０（
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
）

＊
相
談
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
通

話
料
が
か
か
り
ま
す
。

◆
救
急
医
療
機
関
を
探
す
と
き
は
、

茨
城
救
急
医
療
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
へ

（
年
中
無
休
24
時
間
対
応
）

☎
０
２
９
・
２
４
１
・
４
１
９
９

情報　ネットワーク
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結
　
果

石岡海洋センター☎ 23-5191　　柏原野球公園管理事務所☎ 23-8158　　朝日スポーツ交流施設☎ 43-6884

募
　
集

１
月
８
日　

初
打
ち
大
会

優　

勝　

あ
け
ぼ
の
チ
ー
ム

準
優
勝　

栄
松
チ
ー
ム

第
３
位　

鹿
の
子
チ
ー
ム

１
月
20
日　

新
春
初
打
ち
大
会

コ
ー
ト
優
勝　

栄
松
チ
ー
ム

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
　
　

１
月
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
情
報

石岡運動公園
☎26-7210

八郷総合
運動公園
☎43-6884

日
時　

５
月
26
日
（
月
）

　
　
　

午
前
７
時
30
分 

開
始

会
場　

東
筑
波
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

     

（
上
林
１
２
２
４
─

２
）

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

※
学
生
を
除
く
ア
マ
チ
ュ
ア
に
限
る
。

定
員　

２
５
０
名

競
技
方
法　

18
ホ
ー
ル
、
ス
ト
ロ
ー

ク
プ
レ
ー

※
新
ペ
リ
ア
方
式
、
ダ
ブ
ル
パ
ー
ま

で
を
採
用
（
ハ
ン
デ
ィ 

０
～
40
）

参
加
費　

３
０
０
０
円（
パ
ー
テ
ィ
ー

費
・
賞
品
代
な
ど
）

プ
レ
ー
費
（
税
込
）　

・
キ
ャ
デ
ィ
ー
付 　

９
５
０
０
円

・
セ
ル
フ
プ
レ
イ 　

８
０
０
０
円

※
プ
レ
ー
費
に
は
、
乗
用
カ
ー
ト
・

昼
食
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
参
加
者
募
集
！

５
月
26
日

申
込
方
法　

参
加
申
込
書
に
記
入
の

う
え
、
参
加
費
を
添
え
て
、
石
岡
運

動
公
園
・
八
郷
総
合
運
動
公
園
に
直

接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に

備
え
て
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間　

４
月
１
日
（
火
）
～
27

日
（
日
）

※
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
で
、
月
曜
日
は
休
館

の
た
め
、
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

石
岡
運
動
公
園

☎
２
６
・
７
２
１
０

八
郷
総
合
運
動
公
園

☎
４
３
・
６
８
８
４

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

４
月
20
日
～

日
時　

４
月
20
日
（
日
）
か
ら
毎
週

日
曜
日 

全
10
回  

午
前
９
時
～
11
時

会
場　

八
郷
総
合
運
動
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象
者　

12
歳
以
上
の
人

定
員　

20
名

参
加
費　

４
０
０
０
円（
ボ
ー
ル
代
・

ス
ポ
ー
ツ
保
険
を
含
む
）

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
の
場
合
は
、
午
後
８
時
～
９

時
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

４
月
18
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

八
郷
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ（
担
当
：
稲
見
）

☎
４
３
・
１
８
３
７

 yasato_tennis_club@
yahoo.

co.jp日
時　

５
月
４
日
（
日
）

　

＊
予
備
日
５
月
11
日
（
日
）

　

受
け
付
け　

午
前
９
時

　

試
合
開
始　

午
前
９
時
30
分

会
場　

柏
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

試
合
方
法　

ダ
ブ
ル
ス 

男
女
別
リ
ー

グ
戦

参
加
資
格　

市
内

在
住
・
在
勤
の
人

※
高
校
生
可

（
男
女
３
ペ
ア
ま
で
）

参
加
料　

１
ペ
ア 

１
０
０
０
円

※
当
日
、
受
け
付
け
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

石
岡
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

連
盟
事
務
局
（
担
当
：
小
島
）

☎
２
２
・
２
４
１
３

春
季
市
民

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

５
月
４
日

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

＊
男
女
混
合
ダ
ブ
ル
ス

Ａ
ク
ラ
ス

優　

勝　

安
達
・
田
村
組

準
優
勝　

岡
野
・
小
川
組

第
３
位　

烏
川
・
岩
崎
組

第
３
位　

田
添
・
小
松
崎
組

Ｂ
ク
ラ
ス

優　

勝　

中
村
・
小
松
組

準
優
勝　

飯
島
・
大
作
組

第
３
位　

谷
田
部
・
枝
川
組

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
月
16
日　

八
郷
総
合
運
動
公
園 

Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

＊
Ｇ
シ
ニ
ア
男
子
の
部

優　

勝　

久
保
田　

芳
男

準
優
勝　

潮
田　

敞

第
３
位　

本
多　

謙
助

＊
シ
ニ
ア
男
子
の
部

優　

勝　

友
部　

富
知
夫

準
優
勝　

小
松
崎　

清

第
３
位　

永
瀬　

操

＊
女
子
の
部

優　

勝　

髙
橋　

ち
が
子

準
優
勝　

千
葉　

初
子

第
３
位　

永
瀬　

輝
子

２
月
20
日

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

八
郷
会
長
杯
大
会
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放射線
測定

再建
支援

放
射
線
・
放
射
能
の

公
表
方
法
が
変
更
に
な
り
ま
す

公
表
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

福
島
第
一
原
発
事
故
以
降
、
市
で

は
市
内
の
公
共
施
設
・
学
校
な
ど
の

放
射
線
量
を
測
定
し
、
そ
の
結
果
を

「
広
報
い
し
お
か
（
１
日
号
・
15
日

号
）」
で
公
表
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
国
・
県
で
設
置

し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
（
石
岡

市
役
所
・
柏
原
野
球
公
園
・
城
南
地

区
公
民
館
の
３
地
点
）
の
放
射
線
量

を
15
日
号
で
、
お
知
ら
せ
し
て
い
き

ま
す
。下
記
の
表
を
参
照
く
だ
さ
い
。

測定箇所 測定値
（単位マイクシーベルト）

石岡市役所 0.072

柏原 0.077

三村 0.073

食
品
の
放
射
能
測
定
に
つ
い
て

■
受
付
場
所

①
生
活
環
境
課
（
石
岡
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）

②
八
郷
総
合
支
所 

農
政
課

■
受
付
方
法

　

毎
週
木
曜
日
の
午
前
11
時
ま
で
に

①
か
②
の
受
付
場
所
に
食
品
を
持
参

く
だ
さ
い
。（
予
約
不
要
）

■
測
定
結
果
の
連
絡
方
法

　

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

※
測
定
に
使
用
し
た
食
品
は
原
則
廃

棄
処
分
で
す
が
、
返
却
を
希
望
す
る

人
は
測
定
日
の
午
後
５
時
ご
ろ
に
、

窓
口
に
直
接
取
り
に
き
て
く
だ
さ

い
。

※
測
定
の
受
け
付
け
に
上
限
は
あ
り

ま
せ
ん
が
当
日
の
申
し
込
み
状
況

で
、
測
定
結
果
の
連
絡
と
返
却
は
後

日
に
な
る
可
能
が
あ
り
ま
す
。

放
射
線
簡
易
測
定
器
に
つ
い
て

■
貸
出
場
所

生
活
環
境
課（
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

八
郷
総
合
支
所 

総
務
課

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課

☎
３
６
・
１
２
３
１

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
向
け

生
活
再
建
支
援
金
の
申
請
期
間
が
延
長

平
成
27
年
４
月
10
日
ま
で

　

地
震
・
豪
雨
な
ど
の
自
然
現
象
に

よ
っ
て
、
住
宅
に
著
し
い
被
害
を
受

け
た
世
帯
に
支
援
金
を
支
給
し
、
生

活
の
再
建
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
被
害
の
程
度

　

東
日
本
大
震
災
で
「
全
壊
」「
大

き
な
規
模
の
半
壊
」（
解
体
ま
た
は

大
規
模
修
復
を
要
す
る
も
の
）
し
た

【掲載例】3月 1日午前 9時の放射線量

放射線の
測定方法が変わります
　石岡市役所前、柏原野球
公園、城南地区公民館の３
か所に設置しているモニタ
リングポストで、放射線量
を測定しています。

　このモニタリングポスト
では、24 時間、放射線の
測定が行われています。
測定結果は市役所入口の環
境放射線データ表示装置に
反映されています。

※モニタリングポストはμ Gy/h（マイクログレ
イ毎時）で測定。1 μ Gy/h（マイクログレイ毎時）
≒ 1 μ Sv/h（マイクロシーベルト毎時）と換算。

放
射
線
の
測
定
結
果

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

も
の
。

※
半
壊
や
一
部
損
壊
の
住
宅
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

支
援
金
申
請
期
間

平
成
27
年
４
月
10
日
ま
で

申
請
方
法
な
ど
詳
し
い
内
容
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
６
）

介護
予防

介
護
予
防
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　

を
返
送
く
だ
さ
い

65
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
・

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
の
皆
さ
ん

　　

４
月
下
旬
に
、
65
歳
以
上
の
国
民

健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
加
入
者
に
「
介
護
予
防
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」（
特
定
健
康
診

査
と
健
康
診
査
の
受
診
券
に
同
封
）

を
送
付
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
返
送
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
結
果
か
ら
必
要
に
応
じ
て
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て

い
る
介
護
予
防
事
業
な
ど
を
案
内
し

ま
す
。

　
「
介
護
予
防
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

は
、
加
齢
に
よ
っ
て
衰
え
が
ち
な
「
運

動
機
能
」「
口
腔
機
能
」「
栄
養
状
態
」

な
ど
、
生
活
機
能
の
低
下
を
い
ち
早

く
発
見
す
る
も
の
で
す
。
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
く
ら
し
・
市
政
→
健
康
・
福

祉
→
医
療
保
険
・
年
金
・
介
護
→
介
護

→
介
護
予
防
）か
ら
も
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
５
・
１
１
２
７

▲柏原野球公園のモニタリングポスト

返
信
の
お
願
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
確
認
で
き
ま
す

広報いしおか４月１日号  №２０４　１４

に
行
っ
た
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調

査
は
、
今
後
の
介
護
保
険
運
営
の
重
要

な
情
報
に
な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
提
出

し
て
い
な
い
人
は
提
出
く
だ
さ
い
。

介
護
に
関
す
る
心
配
事
が
あ
っ
た
ら

　

介
護
保
険
施
設
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
い
、
高
齢
者
向
け
に
住

宅
改
修
を
し
た
い
、
車
イ
ス
を
借
り

た
い
な
ど
、
介
護
の
心
配
事
が
あ
り

ま
し
た
ら
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

４
月
か
ら
の
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴

い
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
が
改
定

　

４
月
以
降
の
利
用
分
は
改
定
後

（
改
定
率
０
・
63
％
）
の
金
額
で
請

求
さ
れ
ま
す
。
詳
し
い
変
更
額
な
ど

は
利
用
し
て
い
る
事
業
所
に
確
認
く

だ
さ
い
。

日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
へ
の

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

65
歳
以
上
の
６
０
０
０
人
を
対
象

　

４
月
中
旬
に
第
１
期
（
４
月
末
日

納
期
限
）・
第
２
期
（
６
月
末
日
納

期
限
）
の
介
護
保
険
料
の
納
付
書
を

郵
送
し
ま
す
。
介
護
保
険
料
は
、
８

月
に
年
額
を
決
定
す
る
た
め
、第
１
・

２
期
は
前
年
度
の
保
険
料
を
参
考
に

65
歳
以
上
で
年
金
天
引
き
さ
れ
な
い
人
へ

し
た
金
額
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
に
保
険
料
の
段
階
が
変
わ

る
場
合
に
は
、
８
月
以
降
（
年
金
か

ら
天
引
き
で
き
る
人
は
10
月
以
降
）

で
額
の
調
整
を
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
室　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
５
）

４
月
中
旬
に
、
納
付
書
を
郵
送

後期
高齢

平
成
26
・
27
年
度

 

後
期
高
齢
医
療
保
険
料
率
が
決
定

　

高
齢
者
一
人
当
た
り
の
医
療
給
付

費
は
今
後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す

が
、
平
成
26
・
27
年
度
の
75
歳
以
上
の

後
期
高
齢
医
療
保
険
料
率
は
保
険
料

調
整
基
金
を
活
用
し
、
平
成
24
・
25

年
度
か
ら
据
え
置
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
賦
課
限
度
額
は
55
万
円

か
ら
57
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
左
表
を
参
照
く
だ
さ
い
。

Ｈ 26・27 年度 Ｈ 24・25 年度

保険料

均等
割額 39,500 円 39,500 円

所得
割率 8% 8%

保険料の
賦課限度額
（上限額）

57 万円 55 万円

世帯（被保険者と世帯主）の
「総所得金額」などが次の場合

均等割額の
軽減割合

軽減後の
均等割額

33 万円を超えず、被保険
者全員が年金収入 80 万円
以下の世帯

9 割 3,950 円

33 万円を超えない世帯 8.5 割 5,925 円
33 万円＋「24.5 万円×世
帯の被保険者数」を超えな
い世帯

5 割 19,750 円

33 万円＋「45 万円×世帯
の被保険者数」を超えない
世帯

2 割 31,600 円

 保険料（年額）
（100 円未満切捨）

均等割額
39,500 円

所得割額 （所得に応じて計算）
[ 総所得金額等－基礎控除 33 万円 ] × 8%

＝ ＋

■個人の保険料の決定方法■

■保険料の軽減■
2所得割の軽減
基礎控除（33 万円）後の総所得
金額などが 58 万円以下（年金収
入のみの人はその額が 153 万円
から 211 万円以下）の場合は、
所得割額が 5 割軽減。

保
険
料
率
は
据
え
置
き

  

賦ふ

か課
限
度
額
は
引
き
上
げ

1均等割の軽減

3その他の軽減
後期高齢者医療制度に加入する前
に「会社などの健康保険の被扶養
者」だった人は均等割額が 9 割
軽減され、所得割額の負担はあり
ません。（※国民健康保険、国民
健康保険組合の加入者であった人
は該当しません）

※5割軽減の基準は、24.5万円を掛ける「世帯の被保険者数」
に新たに「世帯主」を含めます。2割軽減の基準は、被保険者数
に掛ける金額が「35万円」から「45万円」に拡大になりました。
■保険料率
   見直しの時期■
茨城県では２年に一
度見直ししています。

■保険料の財源■
■公費
…５割
■現役世代の支援金
…約４割
■被保険者の保険料
…約１割

■問い合わせ■
保険料の計算について
茨城県後期高齢者医療
広域連合 事業課
☎ 029-309-1213
保険料の納付について
保険年金課 後期高齢
者医療担当
☎ 23-1111（内線 134）

※賦課限度額＝どんなに所得の高い人でも保険料の上限
は 57 万円という意味です。
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保険

介
護
保
険
室
か
ら
の
お
知
ら
せ



臨時
支給

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

非
課
税
世
帯
・
子
育
て
世
帯
の
皆
さ
ん
へ

４
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、

　

非
課
税
世
帯
や
子
育
て
世
帯
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

に
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
を
支
給
し

ま
す
。平成 26 年度の市民税（均等割）が課税されていない人

※対象者自身を扶養している人が課税されている場合や、生活保護制度の
被保護者になっている場合などは対象外。　

対象者

１万円　（対象者一人につき）
※老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金、児童扶養手当、特別障害
者手当などの受給者は、給付額（１万円）に 5,000 円が加算されます。

給付額

問い合わせ
社会福祉課　☎ 23-1111（内線 156）
※申請先は、平成 26 年 1 月 1 日に住民登録していた市町村です。1 月 1
日以降に石岡市に転入した人は、転入前の市町村に問い合わせください。

対象者
平成 26 年 1 月分の児童手当（特例給付を含む）の受給者で平成
25 年の所得が児童手当の所得制限に満たない人
※臨時福祉給付金の対象者、生活保護制度の被保護者になっている場合な
どは対象外。

１万円　（対象児童一人につき）
給付額

こども福祉課　☎ 23-1111（内線 174）
※申請先は、平成 26 年 1 月 1 日に住民登録していた市町村です。1 月 1
日以降に石岡市に転入した人は、転入前の市町村に問い合わせください。

問い合わせ

『臨時福祉給付金』

『子育て世帯臨時特例給付金』

給
付
金
詐
欺
に
、

ご
注
意
！

　

市
町
村
や
厚
生
労
働
省
が
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
の
現
金
自
動
支
払
機
）
の
操

作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
、
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し

て
、
他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込

ん
で
も
ら
う
こ
と
は
絶
対
に
で

き
ま
せ
ん
。

　
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」「
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
の

給
付
の
た
め
に
手
数
料
な
ど
の

振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
世
帯
構
成

や
銀
行
口
座
番
号
な
ど
の
個
人

情
報
を
照
会
す
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
宅
や
職
場
な
ど
に
市
町
村

や
厚
生
労
働
省
な
ど
を
か
た
っ

た
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
り
郵

便
が
届
い
た
ら
、
迷
わ
ず
、
市

町
村
や
最
寄
り
の
警
察
署
（
警

察
相
談
専
用
電
話
＃
９
１
１
０
）

に
連
絡
く
だ
さ
い
。

広報いしおか４月１日号  №２０４　１6

※石岡市での申請、支給手続きは現在準備中です。具体的な
申請の受付時期、手続きなどについては、決まり次第、広報
紙と市ホームページでお知らせします。

広　告　掲　載　欄

助
成
対
象

・
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、
30
歳

以
上
75
歳
未
満
で
国
保
税
を
完
納
し

て
い
る
世
帯
の
人

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
は
、

市
税
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

完
納
し
て
い
る
人

人間ドック・脳ドック
受  診  種  別 助 成 額

日帰り人間ドック 20,000 円

１泊人間ドック 20,000 円

日帰り脳ドックＡ 特定健康診査

または健康診査

有 25,000 円

日帰り脳ドックＢ 無 13,000 円

申
請
方
法

　

受
診
種
別
を
一
つ
選
ん
で
医
療
機

関
に
予
約
の
う
え
、
次
の
①
～
④
を

持
参
し
て
申
請
く
だ
さ
い
。

①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
ま
た

は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

②
予
約
票

③
特
定
健
康
診
査
受
診
券
ま
た
は
健

康
診
査
受
診
券（
４
月
下
旬
に
送
付
）

④
認
め
印

◆
注
意
事
項
◆

●
基
本
検
査
項
目
以
外
は
別
料
金
で

す
。

●
人
間
ド
ッ
ク
、
特
定
健
康
診
査
、

健
康
診
査
は
、
年
度
内
に
い
ず
れ
か

１
回
し
か
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
重
複

し
て
受
診
し
た
場
合
は
、
重
複
分
を

返
還
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
注
意
く
だ
さ
い
。

●
４
月
以
降
、
職
場
な
ど
で
人
間

ド
ッ
ク
等
を
受
診
し
た
人
は
、
保
険

年
金
課
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

ドック
助成

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

人
間
ド
ッ
ク
・

　
　
　
　

脳
ド
ッ
ク
に
助
成

助
成
期
間　

５
月
１
日
～
平
成
27
年
１
月
31
日

対象者 医療機関名 種別 自己負担額

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

石岡市医師会病院
大砂 10528-25

☎ 23-4113
日帰り 18,050 円

石岡第一病院
東府中 1-7
☎ 22-5151

日帰り 23,200 円

石岡ひかりクリニック
東大橋 1898-5

☎ 26-8055
日帰り 17,800 円

山王台病院
東石岡 4-1-38
☎ 26-3130

日帰り 20,500 円
１泊 47,500 円

脳ドック
Ｂ 13,740 円

土浦協同病院
土浦市真鍋新町 9-35

☎ 029-826-3221

日帰り 21,040 円
１泊 49,606 円

筑波メディカル
センター　

つくば市天久保 1-2
☎ 029-856-3500

日帰り 21,256 円
１泊 47,176 円

脳ドック 29,000 円

茨城県メディカル
センター

水戸市笠原町 489-4
☎ 029-243-1111

日帰り
21,256 円

（30 ～ 39 歳
21,040 円）

石岡循環器科脳神経
外科病院　

小美玉市栗又四ケ　
　　1768-29　　

☎ 58-5211

脳ドック
Ｂ 12,920 円

対象者 医療機関名 種別 自己負担額

国

民

健

康

保

険

加

入

者

の

み

神立病院
土浦市神立中央

5-11-2
☎ 029-831-9711

日帰り 18,880 円
脳ドック

Ａ 25,760 円

脳ドック
Ｂ 19,400 円

牛久愛和総合病院
牛久市猪子町 896
☎ 029-873-4334

日帰り 18,880 円

１泊 48,580 円
脳ドック

Ａ 23,600 円

脳ドック
Ｂ 19,400 円

筑波記念病院
つくば市要
1187-299

☎ 029-864-3588

日帰り 19,960 円

１泊 43,720 円
脳ドック

Ａ 34,400 円

脳ドック
Ｂ 30,200 円

霞ヶ浦成人病
研究事業団

阿見町中央 3-20-1
☎ 029-887-4563

日帰り 21,040 円

１泊 43,720 円
脳ドック

Ａ 29,000 円

水戸済生会総合病院
水戸市双葉台３-3-10

☎ 029-254-9044

日帰り 21,040 円
脳ドック

Ａ 34,400 円

種別ごとの助成額

●申請・問い合わせ　市役所 保険年金課　☎ 23-1111　　
国民健康保険（内線 164）・後期高齢者医療制度（内線 145）

八郷総合支所 市民窓口課
☎ 43-1111（内線 1123）

１７　広報いしおか４月１日号  №２０４



問　石岡保健センター☎ 24-1386　八郷保健センター☎ 43-6655　月～金（祝日除く）午前 8 時 30 分～午後５時 15 分　　http://www.city.ishioka.lg.jp/section.php?code=22ＨＰHEALTH　GUIDE

検診名 負担金
肺がん検診    300 円
胃がん検診 1,540 円
大腸がん検診 　  510 円
前立腺がん検診    610 円
肝炎ウイルス検査 1,020 円
39 歳以下の健康診査 2,050 円
子宮がん（集団検診 ) 1,540 円
子宮がん（医療機関検診） 2,570 円
乳がん視触診 ( 医療機関検診 ) 1,020 円
乳がん超音波 1,020 円
マンモグラフィ40～49歳(集団検診) 1,540 円
マンモグラフィ 50 歳以上（集団検診） 1,020 円
マンモグラフィ（医療機関検診） 1,540 円

検診料金が変わります

場所　八郷保健センター２階研修室（③は八郷総
合運動公園体育館）
対象　BMI( 体重（kg）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ））
が 25 以上の人、または健康診査の結果、特定保
健指導該当や要指導になった人。
※治療中の人は主治医と要相談。
定員　30 人（定員になり次第締め切ります）
時間　午後１時 30 分～３時 30 分
　　　（受付：午後１時 10 分～１時 30 分）
申込方法　八郷保健センターへ電話または窓口で
申し込みください。

春のウオーキング＆シェイプアップ講座 とき 内容

①５月 15 日
木

体の循環を良くして、
目指せ若返り！

②５月 22 日
木

きれいになる栄養バ
ランス

（試食あり）

③５月 29 日
木

美姿勢ウオーキング
で全身シェイプアッ
プ

　医療機関での子宮がん・乳がん検診を希望する
人は、保健センターの窓口で受診券を発行します。
発行期間　4 月 1 日～平成 27 年 1 月 30 日
※有効期間：発行日から１か月。

子宮がん・乳がん検診の受診を　
医療機関検診

　①～⑤のいずれかに該当する場合、負担金が無
料になります。（※③～⑤は特定健康診査を除く）
①満 70 歳以上の人② 65 ～ 69 歳で「後期高齢
者の健康診査受診券が届いた人」③健（検）診日
現在、生活保護法による被保護者④当該年度分市
町村民税非課税世帯（世帯員全員が非課税）⑤障
害の重度判定者（身体障害者手帳 1・2 級、療育
手帳 Ａ ・Ａ、精神障害者保健福祉手帳１級）
※③④に該当する場合は「健（検）診負担金免除
証明願」が必要です。
※③は市役所 福祉事務所、④は市役所 税務課ま
たは八郷総合支所 市民窓口課で証明を受けてくだ
さい。⑤に該当する人は健（検）診当日に障害者
手帳を持参してください。

健康診査やがん検診が無料に　
要件該当で

◎ロタウイルス予防接種
対象者　市内に住所を有する生後６週から 32 週
までの乳児
助成額　１回 5,000 円（２回まで）
◎流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）・水痘（みず
ぼうそう）予防接種
対象者　市内に住所を有する満１歳～就学前の幼児
助成額　流行性耳下腺炎：3,000 円
　　　　水痘：4,000 円（各１回のみ）
※市内の指定医療機関での接種のみ助成。
▷償還払いの予防接種（銀行口座などへの振り込み）
◎風しん予防接種
対象者　妊娠を予定、または希望している女性と
その配偶者、妊娠している女性の配偶者
助成額　風しんワクチン：3,000 円　　　　　
麻しん風しん混合ワクチン：5,000 円
◎市外で予防接種を受けた乳幼児予防接種費用
対象者　里帰りなどの事情により市外で予防接種
を受けた人（予防接種を受ける前に各保健セン
ターへ相談ください）

《償還払いの手続き方法》
　接種した予防接種の領収書や通帳など、口座番
号が分かるもの（風しん予防接種は接種者本人名
義の口座番号が分かるもの）、認め印を持参し、
各保健センターで手続きください。

予防接種助成

健康
ガイド
HEALTH　GUIDE

定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
を
よ
り

効
果
的
に
予
防
す
る
た
め
の
健
診

で
す
。
予
防
が
必
要
な
人
に
は
、
専
門

家
に
よ
る
特
定
保
健
指
導
で
自
ら
が
生

活
習
慣
病
を
改
善
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。

●
受
診
当
日
持
参
す
る
も
の

・
特
定
健
康
診
査
受
診
券
（
４
月
下
旬

送
付
）

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
負
担
金
１
０
０
０
円

※
70
歳
以
上
は
無
料
で
す
。

▽
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

康
診
査
は
生
活
習
慣
病
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
で
、
健
康
の
維
持

と
安
定
し
た
生
活
の
向
上
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
。

●
受
診
当
日
持
参
す
る
も
の

・ 

健
康
診
査
受
診
券
（
４
月
下
旬
送
付
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
負
担
金
は
無
料

医療機関 電話番号

市　　内
石岡市医師会病院 23-4113
石岡第一病院 22-5151
岡崎内科医院 22-2014
柏木医院 22-2874
グリーンクリニック 36-4120
ごとう内科 36-0510
斉藤病院 26-2131
山王台病院 26-3130
石岡診療所 24-5080
杉並クリニック 27-6700
関クリニック 23-8300
芹澤医院 22-2035
田中クリニック 23-2288
藤井内科クリニック 35-5005
府中クリニック 22-2146
渡辺クリニック 26-7633
吉川医院 43-0018

医療機関 電話番号

小美玉市
石岡循環器科脳神経
外科病院 58-5211

やまぐち医院 37-1055
小塙医院 58-3185

かすみがうら市
太田医院 59-2026

酒井医院  029-
897-1006

高木医院  029-
832-2020

大和医院  029-
831-7937

土浦市

土浦協同病院  029-
826-3221

◎ 40 歳～ 74 歳の「特定健康診査」は、上記
の実施機関以外にも県医師会と県国民健康保険
団体連合会との集合契約が締結されている県内
の医療機関で受診できます。医療機関に問い合
わせください。

【特定健康診査・健康診査実施機関】

▽
国
民
健
康
保
険    

40
歳
～
74
歳

問い合わせ
保険年金課
☎ 23-1111
国民健康保険

（内線 164）
後期高齢者医療制度

（内線 145）

受診は集団健診（保健
センター年間予定表参
照）と医療機関検診（要
予約）があります。な
お、人間ドックとの重
複受診はできません。

補助期間
５月１日～
平成 27 年１月 31 日

※集団健診の詳細につ
い て は、 各 保 健 セ ン
ターに問い合わせくだ
さい。

特
定
健
康
診
査
・
健
康
診
査

５月～

予防接種を受けましょう
◎日本脳炎予防接種
　平成 23 年から新ワクチンになり、積極的勧奨
が再開されています。平成７年４月２日生まれか
ら平成 19 年４月１日生まれまでの人は、20 歳
になるまで４回を定期接種として受けることがで
きます。
▷ 4 月上旬に必要書類を郵送する予防接種
◎麻しん風しん予防接種（２期）
対象者　市内に住所を有する平成 27 年４月に小
学校入学の人（平成 20 年 4 月 2 日～平成 21 年
4 月 1 日生まれ）
接種時期　4月1日～平成27年3月31日まで（時
期を過ぎると自己負担になります）
◎二種混合（ジフテリア・破傷風）予防接種
対象者　市内小学 6 年生（平成 14 年 4 月 2 日
～平成 15 年 4 月 1 日生まれ）
接種時期　平成 27 年 3 月 31 日までの接種をお
勧めします。※いずれも接種方法は指定医療機関
での個別接種（予約制）になります。

特健
助成期間は 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日
水痘予防接種は４月１日～９月 30 日

　妊婦健康診査は受診券を使用して 14 回の補
助を受けることができます。14 回を超えて妊
婦健康診査を受けた人は、各保健センターへ申
請してください。償還払いになります。詳しく
は各保健センターへ問い合わせください。

妊婦健康診査費出産まで助成！　

広報いしおか４月１日号  №２０４　１８１９　広報いしおか４月１日号  №２０４



　
「
サ
ク
ラ
サ
イ
ト
商
法
」
と

は
、
業
者
に
雇
わ
れ
た
サ
ク
ラ
が

異
性
、
芸
能
人
、
社
長
、
弁
護

士
、占
い
師
な
ど
に
な
り
す
ま
し
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
誘
導
し
て
メ
ー

ル
交
換
な
ど
の
有
料
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
さ
せ
続
け
る
も
の
で
す
。

　

携
帯
電
話
に
届
く
迷
惑
メ
ー
ル

や
無
料
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
交
流
機
能
な
ど

を
介
し
て
サ
イ
ト
に
誘
導
し
「
異

性
に
会
い
た
い
」「
著
名
人
に
会

い
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
だ
け
で

な
く
、「
相
談
に
乗
っ
て
あ
げ
た

い
」「
内
職
を
し
た
い
」「
運
気
を

上
げ
た
い
」
な
ど
消
費
者
の
さ
ま

ざ
ま
な
気
持
ち
を
利
用
し
て
サ
イ

ト
の
利
用
を
開
始
さ
せ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
目
立
ち
ま
す
。

□
内
職
、
副
業
の
サ
イ
ト
を
探
し

て
い
て
悩
み
を
聞
く
ア
ル
バ
イ
ト

の
つ
も
り
だ
っ
た
。

□
有
名
タ
レ
ン
ト
の
相
談
に
乗
る

た
め
に
や
り
と
り
を
続
け
た
。

□
「
遺
産
が
入
っ
た
か
ら
」「
節

税
の
た
め
に
」
お
金
を
受
け
取
っ

て
と
言
わ
れ
た
。

き
っ
か
け

□
登
録
料
や
一
定
期
間
の
メ
ー
ル
交

換
は
無
料
で
あ
る
が
、
そ
の
後
は

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
度
に
有
料
ポ

イ
ン
ト
の
購
入
が
必
要
と
な
る
。

□
サ
ク
ラ
は
様
々
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
演
じ
て
消
費
者
の
気
持
ち

を
利
用
し
て
、
サ
イ
ト
に
誘
導
し

支
払
い
を
続
け
さ
せ
る
。

□
ポ
イ
ン
ト
の
購
入
方
法
は
振
込

だ
け
で
は
な
く
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
や
電
子
マ
ネ
ー
・
コ
ン
ビ

ニ
決
済
な
ど
も
あ
り
簡
単
に
ポ
イ

ン
ト
購
入
が
で
き
る
環
境
に
な
っ

て
い
る
。

□
迷
惑
メ
ー
ル
に
は
絶
対
に
返
信

し
な
い

□
「
お
金
を
あ
げ
る
」「
著
名
人
と

会
え
る
」
な
ど
本
当
か
ど
う
か
確

認
で
き
な
い
相
手
と
メ
ー
ル
交
換

し
な
い

□
サ
イ
ト
に
身
分
証
な
ど
の
提
示

を
求
め
ら
れ
て
も
、
個
人
情
報
と

な
る
氏
名
・
住
所
な
ど
を
安
易
に

出
さ
な
い

問
題
点

ア
ド
バ
イ
ス

情報センター
　　　ニュース

開館時間 午前 10 時～午後８時
休館日 木曜　問い合わせ　☎ 27-5171
まちかど情報センター駐車場（向かい側）・
臨時駐車場（土橋通り）を利用ください。

まちかど
まちかどギャラリー

日
時　

４
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　

～
16
日
（
水
）

折
り
紙
教
室　

19
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん
キ
ッ

ズ
）   

対
象 

未
就
園
児
（
０
～
４
歳
）

毎
週
火
曜
日 

午
前
10
時
15
分
～

ち
り
め
ん
小
物　

第
１
・
３
土
曜
日 

　
　
　
　
　
　
　

 

午
後
１
時
～

4 月のコミュニティ

ま
ち
を
歩
い
て
、
出
会
っ
て
、
美
味
し

い
も
の
を
食
べ
て
、
元
気
に
な
る
。

日
時  

第
３
土
曜
日  

　
　

  

午
前
11
時
～
午
後
３
時

場
所  

香
丸
・
中
町
・
御
幸
通
り
の
参

加
店
前
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

　

中
心
街
の
店
先
を
借
り
て
、
趣
味
の

手
作
り
品
、園
芸
品
な
ど
を
展
示
販
売
。

新
鮮
野
菜
も
並
び
ま
す
。
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
も
大
歓
迎
！

※
参
加
者
募
集
中
。

火
災
な
ど
か
ら
身
を
守
る
に
は

防
災
の
い
ろ
は
か
ら
、
災
害
に

あ
っ
た
時
の
心
が
ま
え
ま
で
学
び

ま
し
ょ
う
。

日
時　

４
月
16
日
（
水
）

　
　
　

午
後
２
時
～

講
師　

石
岡
消
防
署
署
員

今月のサンド市は 19 日

石
岡
遊
雅
会
に
よ
る
墨
絵
展

「
長
寿
の
祈
り 　
ま
ご
こ
ろ
込
め
て
」

刺
繍
作
家　

　

上
杉
ミ
ツ
子 

１
０
７
歳
作
品
展

日
時　

４
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
　

～
５
月
６
日
（
火
）

消費生活に関するご相談は　　問い合わせ　 消費生活センター　☎ 22-2950　
　　　　　　　　　　　　　　相談日 　月～金曜日（午前 10 時～正午・午後 1 時～ 4 時 30 分）　

※ 生 活 ホ ッ ト ラ イ ン は 次 回 か ら 15 日 号 に 移 動 し ま す 。

生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

「
サ
ク
ラ
サ
イ
ト
商
法
」
は
出
会
い
系
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

身
近
な
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
予
防
と
対
策

か
が

や
き

の　未来を拓
ひ ひ

く　
男 ひ
ひ

と
女 ひ

ひ

ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ー
ナ
ー

そ
の
悩
み
、

　

一
人
で
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

相談内容 相談機関名 連絡先 相談日時

配偶者からの
暴力

婦人相談所 ☎ 029-221-4166

平日 
午前 9 時～午後 9 時

土・日・祝日 
午前 9 時～午後 5 時

ＮＰＯ法人ウィ
メンズネット
「らいず」

☎ 029-222-5757
毎週水・金

（祝日・年末年始は除く）
午前 10 時～午後 4 時

ＤＶ相談ナビ ☎ 0570-05-5210

24 時間利用可能（自動音声で
最寄の相談窓口を案内する電

話番号案内サービス）
※通話料がかかります。

性犯罪・犯罪
被害者全般

警察総合
相談センター

※最寄りの警察
書生活安全課

☎ 029-301-9110
緊急時は 110 番

平日　
午前 8 時 30 分～午後 5 時 15
分（土・日・祝日は留守電対応）

家庭と職業生
活の両立・性

的嫌がらせ
など

茨城労働局
雇用均等室 ☎ 029-224-6288

平日　
午前 8 時 30 分～午後 5 時 15

分（土・日・祝日を除く）

外国人のため
の相談

公益財団法人
茨城県

国際交流協会
☎ 029-244-3811

平日午前 8 時 30 分～
午後 5 時

英語・日本語は月～金に対応。
他、曜日ごとに 10 か国語対応

あ
の
感
動
を
ふ
た
た
び

ルネッ散歩
筑
波
郡
の
常
陸
国
風
土
記
と

　
　
　
　
　

関
連
史
跡
を
巡
る

日
時　

４
月
13
日
（
日
） 

定
員　

35
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

集
合
時
間
・
場
所　

午
前
８
時
30
分
・

　
　
　
　

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
５
０
０
円

コ
ー
ス　

常
陸
風
土
記
を
巡
る
パ
ー
ト
Ⅴ

■
国
分
尼
寺
跡

■
筑
波
山
の
歌
垣
の
場
（
夫
女
ヶ
石
）

■
天
狗
党
決
起
の
場
（
筑
波
山
神
社
）

■
筑
波
郡
家
（
平
沢
郡
衙
）、

■
筑
波
郡
の
国
造
の
墓（
沼
田
八
幡
塚
古
墳
）

■
太
田
道
灌
の
子
孫
が
城
主
で
あ
っ
た
片
野
城

■
古
代
の
風
光
明
媚
な
湖

（
騰
波
ノ
江
、
道
の
駅
）

■
常
陸
大
掾
氏
の
宿
敵

（
小
田
氏
の
居
城
で
復
元
さ
れ
た
小
田
城
）

■
平
国
香
の
居
城
と
将
門
と
の
戦
い
の
場

（
石
田
、
赤
浜
）

まちかど学習会

　

家
族
や
友
人
に
も
相
談
し
づ
ら
い

…
そ
ん
な
時
は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず

に
、
相
談
機
関
を
利
用
く
だ
さ
い
。

女
性
の
た
め
の
困
り
ご
と
相
談

　

離
婚
・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
・
家

庭
の
悩
み
、
女
性
の
抱
え
る
様
々
な

問
題
を
専
門
の
相
談
員
が
支
援
し
ま

す
。
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　

４
月
10
日（
木
）・
17
日（
木
）・

24
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　

石
岡
市
役
所 

仮
設
庁
舎

相
談
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

政
策
企
画
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

※
市
で
行
っ
て
い
る
「
女
性
の
た
め

の
困
り
ご
と
相
談
」
以
外
に
も
、
左

表
の
よ
う
に
、
相
談
窓
口
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

　「こどもの読書週間」を記念し、ブラックパネル
シアターと DVD 上映会を実施します。入場は無料。
日時　４月 27 日（日）　午後２時～３時 30 分
場所　中央図書館　３階読書室
内容　・ブラックパネルシアター『忍者家族★「秘
密のまきもの」の巻』の公演
・DVD『トムとジェリー「星空の音楽会」』の上映
※パネルシアターとは、パネルボードに絵を貼った
り外したりして展開するおはなしです。ブラックパ
ネルシアターは、部屋を暗くして蛍光カラーの絵人
形をブラックライトで照らして行います。

　「こどもたちにもっと本を、こどもたちにもっと
本を読む場所を」との願いから「こどもの読書週間」
が昭和 34 年（1959）に始まりました。もともと
は５月１日～ 14 日（こどもの日を含む２週間）で
したが、2000 年の「子ども読書年」より、現在の
４月 23 日～５月 12
日に期間が延長にな
りました。
　また、2001 年 12
月には法律によりこ
どもたちの読書活動
普及のために４月 23
日が「子ども読書の日」になりました。図書館には、
たくさんの図書やイベントがありますので、一度足
を運んで読書を楽しみませんか？

としょかんこどもフェスティバル

こどもの読書週間は４月 23 日～５月 12 日ですつうしん
としょ
かん

問い合わせ　石岡市立中央図書館
☎ 24-1507
　http://lib.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

　借りたい本が図書館になくても、市内在住の人な
ら茨城県立図書館や他市町村の図書館から取り寄せ
ることができます。中央図書館や公民館図書室へ気
軽に相談ください。また、県内の図書館で所蔵して
いる資料の検索には「茨城県図書館情報ネットワー
ク」が便利です。あわせて利用ください。
☝中央図書館ホームページのリンク集にあります。

本が見つからないときは・・・

中央図書館　２階　視聴覚室
【おはなし玉手箱】
◆５日（土）午前 10 時 30 分～

【おはなし会】
◆ 19 日（土）午前 10 時 30 分～
中央公民館

【おはなしフレンズ】
◆ 12 日（土）午後２時 30 分～
◎対象は、幼児から小学校中学年程度です。時間は
およそ 30 分です。

４月のおはなし会

４月の休館日▷７日・14日・21日・28日利用カードの有効期限は３年です。

広報いしおか４月１日号  №２０４　２０
２１　広報いしおか４月１日号  №２０４



新
・

　

市
長
日
記

気
仙
沼
の
思
い
出

時
憶記
の

生涯学習課
シリーズ100

☎43-1111
（内線1233）

片
野
柳
原
遺
跡

近
年
の
調
査
結
果
か
ら

　

片
野
柳
原
遺
跡
は
、
平
成
23
年
度

市
道
改
良
工
事
に
伴
う
調
査
で
新
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
発
掘
調
査
は
市
道

拡
幅
部
分
の
幅
１
ｍ
程
度
の
狭
い
も

の
で
し
た
が
、
古
墳
時
代
の
竪
穴
住

居
か
ら
ほ
ぼ
完
全
な
形
を
し
た
壺
と

甕か
め

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
①
）

　

現
代
の
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、

古
代
の
人
々
も
家
財
道
具
を
持
っ
て

引
っ
越
し
を
す
る
よ
う
で
、
発
掘
の

際
に
見
つ
か
る
の
は
土
器
の
か
け
ら

ば
か
り
。
完
形
の
土
器
が
出
土
す
る

こ
と
は
稀
で
す
。
ま
し
て
ふ
た
つ
も

並
ん
で
出
土
す
る
こ
と
は
、
発
掘
調

査
に
10
年
以
上
携
わ
っ
て
き
た
私
も

初
め
て
の
経
験
で
し
た
。

　

な
ぜ
大
切
な
家
財
道
具
を
置
い
た

ま
ま
引
っ
越
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？

調
査
を
進
め
る
に
し
た
が
っ
て
そ
れ

を
解
く
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。住
居
か
ら
は
、焼
け
て
炭
に
な
っ

た
木
材
や
焼
土
が
見
つ
か
っ
た
の
で

す
。（
写
真
②
）
ま
た
カ
マ
ド
に
は

甕
が
置
い
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　　　

こ
こ
か
ら
は
食
事
の
支
度
中
に
火

災
に
あ
っ
て
し
ま
い
、
着
の
身
着
の

ま
ま
逃
げ
た
人
た
ち
の
姿
が
浮
か
ん

で
き
ま
す
。
住
ん
で
い
た
人
た
ち
は

無
事
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

古
墳
時
代
の
火
災
現
場
が

１
５
０
０
年
以
上
の
時
を
経
て
、
明

ら
か
に
な
っ
た
発
掘
調
査
で
し
た
。

―
古
墳
時
代
の
火
災
現
場
―

写真①　完全な形で出土した
古墳時代の壺と甕

写真②　焼けて炭になった木材

広報いしおか４月１日号  №２０４　２２

　

県
庁
の
９
階
大
講
堂
で
行
わ
れ

た
、
東
日
本
大
震
災
３
周
年
追
悼
復

興
祈
念
式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

橋
本
知
事
を
は
じ
め
、
国
会
議
員

や
県
会
議
員
、
市
町
村
長
、
各
界
の

代
表
、
遺
族
な
ど
が
参
列
し
、
献
花

を
し
て
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
り
、
復

興
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

　

追
悼
の
思
い
を
胸
に
刻
み
、
会
場

を
後
に
し
て
、
車
中
か
ら
弥
生
の
空

を
見
上
げ
た
と
き
、
私
は
ふ
と
宮
城

県
気
仙
沼
市
の
知
人
・
畠
山
重し

げ
あ
つ篤

さ

ん
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

　

畠
山
さ
ん
は
、
気
仙
沼
市
唐か

ら
く
わ桑

町
で
カ
キ
養
殖
を
営
む
漁
業
者
で
、

良
質
な
カ
キ
を
つ
く
る
た
め
山
に
木

を
植
え
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動

が
注
目
さ
れ
、「
森
は
海
の
恋
人
」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
全
国
的
に

名
を
馳
せ
た
人
で
す
。

　

畠
山
さ
ん
の
水
山
養
殖
場
を
訪
れ

た
の
は
２
年
前
の
８
月
で
、
現
地
は

壊
滅
的
な
状
態
で
し
た
。 

カ
キ
と
ホ

タ
テ
の
養
殖
を
、
唐
桑
町
西に

し
も
う
ね

舞
根
の

入
り
江
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

こ
を
津
波
が
根
こ
そ
ぎ
さ
ら
っ
て
い

き
ま
し
た
。 

住
ん
で
い
る
家
族
は
全

員
無
事
だ
っ
た
も
の
の
、
港
に
近
い

老
人
施
設
に
い
た
お
母
さ
ん
が
津
波

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。 

　
「
大
震
災
当
日
、
京
都
大
学
の
学

生
さ
ん
た
ち
が
こ
こ
に
い
て
、
仙
台

空
港
へ
の
帰
路
半
ば
で
津
波
に
襲
わ

れ
て
４
人
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
」

ヒ
ゲ
を
生
や
し
た
畠
山
さ
ん
は
無
念

の
表
情
で
し
た
。 

　

家
は
標
高
20
ｍ
ほ
ど
の
高
台
に
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
下
ま
で
水
は
押

し
寄
せ
ま
し
た
。
傾
斜
に
生
え
た
樹

木
の
枝
に
、
ロ
ー
プ
や
ガ
ラ
ス
の
浮

き
球
が
い
く
つ
も
ぶ
ら
下
が
っ
て
い

ま
す
。 
入
り
江
は
、
穏
や
か
な
水

を
た
た
え
て
い
ま
す
が
、
民
家
が
点

在
す
る
か
つ
て
の
光
景
は
あ
り
ま
せ

ん
。
塩
水
を
吸
っ
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

は
赤
い
葉
に
変
わ
り
、
枯
れ
始
ま
っ

て
い
ま
す
。 

　

養
殖
場
の
辺
り
で
は
、
あ
と
を
継

い
だ
息
子
さ
ん
た
ち
が
重
機
で
作
業

を
し
て
い
ま
す
。 

　
「
恒
例
の
植
樹
祭
は
無
理
だ
と

思
っ
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
息
子
た
ち

の
お
か
げ
で
実
現
で
き
ま
し
た
」 

　

若
者
た
ち
の
パ
ワ
ー
が
、
復
旧
を

押
し
進
め
て
い
ま
す
。
津
波
で
外
壁

を
は
が
さ
れ
た
作
業
場
に
は
、
新
し

い
ロ
ー
プ
の
束
が
何
百
と
重
な
っ
て

い
ま
し
た
。 

　
「
こ
れ
を
す
べ
て
購
入
し
た
ん
で

す
。
船
や
冷
蔵
庫
も
こ
れ
か
ら
揃
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
語
る
畠

山
さ
ん
が
試
算
す
る
と
、
復
旧
に
は

約
３
億
円
も
か
か
る
と
い
い
ま
す
。 

　

私
は
仲
間
た
ち
と
集
め
た
心
ば
か

り
の
義
援
金
を
手
渡
し
水
産
場
を
あ

と
に
し
ま
し
た
。
復
旧
に
は
多
く
の

課
題
が
横
た
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

あ
れ
か
ら
復
興
へ
の
道
を
畠
山
さ
ん

は
ど
う
歩
ん
だ
で
し
ょ
う
か
。 

　

あ
の
と
き
の
光
景
を
思
い
起
こ
す

に
つ
け
、
安
寧
な
暮
ら
し
が
い
か
に

貴
い
か
を
改
め
て
痛
感
し
ま
す
。 

３
月
11
日

気仙沼でカキの養殖を営む、畠山重篤さんの水山養殖場の前にて

南　

台　

月
乃
香
倶
耶
姫

雪
に
凍
え
る　

土
手
山
だ
っ
て

　

芽
吹
く
時
期
知
る　

ふ
き
の
と
う

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

丸
い
家
庭
に　

幸
し
あ
わ
せ福

満
ち
て

　

和
む
笑
顔
が　

温
あ
た
た

か
い　
　

府　

中　

稲
田　

す
み

浮
世
人
生　

真
っ
直
ぐ
進
み

　

止
ま
る
こ
と
無
い　

趣
味
の
道　

下　

林　

額
賀　

力
江

家
の
中
に
は　

寒
波
は
入
れ
ず

　

笑
顔
絶
や
さ
ず　

丸
く
住
む　
　

杉　

並　

助
川　

浩
史

心
休
ま
る　

平
和
な
国
に

　

な
っ
て
ほ
し
い
と　

祈
る
初は

る春　
　

　
　

     

麦
と
殿
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
田　

昇
三

　

豊
臣
秀
吉
に
攻
略
さ
れ
た
後ご
ほ
う
じ
ょ
う

北
条

氏
の
祖
は
伊
勢
新
九
郎
長
氏
で
、
平

貞
盛
の
孫（
季す
え
ひ
ら衡
）系
を
称
し
て
い
た
。

戦
国
時
代
に
今
川
・
武
田
・
長
尾
な

ど
の
強
豪
に
負
け
ず
勢
力
を
伸
ば
し

て
小
田
原
に
拠よ

っ
た
。
鉄
砲
を
合
戦

に
用
い
た
最
初
が
北
条
氏
と
い
う
説

も
あ
る
。
初
代
、
二
代
目
ぐ
ら
い
は

苦
労
を
し
て
も
、
生
ま
れ
つ
い
て
の

殿
様
と
な
る
と
家
臣
任
せ
で
何
を
知

ら
な
く
て
も
済
む
武
将
が
出
て
く
る
。

　

五
代
目
の
北
条
氏
政
が
若
殿
時
代

に
義
弟
の
武
田
信
玄
と
出
陣
し
た
。

進
軍
の
途
中
で
麦む
ぎ
か
り刈
を
し
て
い
る
農

民
を
見
て
「
あ
れ
は
何
か
？
」
と
質

問
し
た
の
で
信
玄
が
「
麦
で
す
」
と

答
え
る
と
「
な
ぜ
、
そ
れ
を
我
ら
の

食
膳
に
供
さ
な
い
の
か
！
」
と
怒
り

だ
し
た
。
信
玄
が
笑
い
な
が
ら
麦
を

食
用
に
す
る
に
は
何
段
階
も
手
間
を

か
け
る
の
で
、
畑
で
は
食
べ
ら
れ
な

い
こ
と
を
説
明
し
た
。
万
事
が
そ
う

い
う
状
況
な
の
で
悪
い
家
臣
が
横
行

し
て
北
条
氏
は
衰
退
し
た
。

　

小
田
原
城
門
に
出
さ
れ
た
布
告
を

見
て
「
北
条
氏
の
滅
亡
は
近
い
！
」

と
い
っ
た
僧
が
い
る
。
役
人
が
追
及

す
る
と
「
三
十
年
前
に
数
か
条
し
か

無
か
っ
た
法
令
が
三
倍
に
増
え
て
い

る
。
政
治
が
上
手
く
い
っ
て
な
い
証

石　

岡　

外
川
な
を
み

大
歌
舞
伎
の
柿
落
し
の
観
劇
に
母
の
面

影
い
く
た
び
も
顕
つ　井　

関　

木
間
塚
具
子

裏
山
の
雑
木
の
す
べ
て
音
を
た
て
伐
採

さ
る
る
小
鳥
よ
い
ず
こ

東
石
岡　

内
田
千
代
子

葉
を
落
と
し
枯
れ
あ
じ
さ
い
は
立
ち
お

る
に
新
芽
の
先
の
茎
は
折
れ
ゆ
く

府　

中　

土
井　

湧
輔

日
脚
伸
ぶ
背
骨
の
継
ぎ
目
緩
む
音

貝　

地　

小
池
つ
と
夢

山
笑
ふ
探
せ
ど
見
え
ぬ
地
震
の
巣　
　

若　

松　

城
下　
　

稔

会
え
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
夜
汽
車
の
雪
明
り

若　

宮　

今
川　

武
男

降
り
積
る
雪
が
迷
い
を
埋
め
く
れ

東
光
台　

野
村　

洋
子

何
一
つ
ま
と
ま
ら
ぬ
日
々
春
立
ち
ぬ　

文
芸
い
し
お
か

俳　
　

句

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

拠
で
あ
る
」
と
答
え
た
。
僧
の
言

葉
ど
お
り
と
な
っ
て
天
正
十
八
年

に
滅
び
、
石
岡
の
大
掾
氏
も
巻
き

添
え
で
潰
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

茨
城
を
つ
ひ
の
住
処
と
京
都
よ
り
本

籍
移
せ
し
夫
を
思
ふ　
　
　
　

     

　

    

　

 

東
石
岡　

田
村　

満
佐

好
文
亭
の
如
く
に
梅
に
か
こ
ま
る
る
友

の
家
な
つ
か
し
花
咲
く
頃
は　
　
　
　

短　
　

歌

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

や
さ
と
俳
句
会

瓦　

谷　

國
谷　

南
風

金
毘
羅
宮
舟
に
乗
り
た
る
雛
か
な　
　

 

細　

谷　

松
崎　

淑
子

駄
菓
子
屋
の
女
将
て
き
ぱ
き
雛
あ
ら
れ

瓦　

谷　

石
田　

清
美

再
会
を
喜
び
合
ふ
や
雛
の
前

石
岡
短
歌
同
好
会

八
郷
短
歌
会

片　

野　

小
野
瀬
も
と

濡
れ
縁
に
干
し
し
布
団
に
あ
か
と
ん
ぼ
羽

根
を
や
す
め
て
動
く
と
も
な
し　
　
　
　

柿　

岡　

小
林　

渥
子

一ひ
と
ひ日

ご
と
や
は
ら
ぐ
日
差
し
に
「
春
で

す
ね
」
弾
む
挨
拶
け
さ
も
交か

は

せ
り

山　

崎　

鈴
木　
　

菫

作
付
け
の
な
き
冬
畑
は
西
風
の
吹
き
し
ま

ま
に
て
風
紋
残
る　
　

 　

俚　
　

謡

投
稿
作
品

石
岡
俚
謡
会

柴　

内　

羽
生　
　

俊

節
分
に
孫
達
揃
う
老
い
住
居
皆
で
福
豆

お
ひ
ね
り
渡
す

北
府
中　

大
村
み
ち
ゑ

勢
い
も
憂う

き
日
も
重
ね
春
立
ち
ぬ

東
成
井　

小
島　

せ
ん

幼と
も
だ
ち友

は
み
ん
な
夜
空
の
星
と
な
り

老
い
ゆ
く
我
を
見
つ
め
居
る
だ
ろ　

柴　

内　

飯
嶋
よ
う
子

庭
す
み
の
紅
梅
つ
ぼ
み
が
ふ
く
ら
ん
で

こ
よ
み
を
見
れ
ば
早
立
春

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
作
品
（
俳
句
・

短
歌
・
俚
謡
・
市
民
ず
い
ひ
つ
）
を
募
集

し
ま
す
。
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
送
付
先　

〒
３
１
５
─８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

石
岡
市
役
所
市
長
公
室
秘
書
広
聴
課
「
文

芸
い
し
お
か
コ
ー
ナ
ー
」
係
ま
で

●
石
岡
遊
石
会

　

こ
の
度
、
新
た
に
文
化
協
会
に
加

盟
を
し
た
石
岡
遊
石
会
で
す
。

　

当
会
は
水
石
（
す
い
せ
き
）
の
自

然
美
を
探
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
17
年
１
月
に
発
足
し
ま
し

た
。
現
在
、
会
員
数
は
15
名
で
、
毎

年
、
水
石
展
、
見
学
会
、
探
石
会
な

ど
の
活
動
を
行
い
、
会
員
の
親
睦
を

深
め
て
い
ま
す
。

　

水
石
は
室
町
時
代
よ
り
愛
好
さ
れ

て
お
り
、
大
き
く
分
け
て
山
水
景

石
、
形
象
石
、
紋
様
石
、
色
彩
石
の

四
つ
の
自
然
石
か
ら
な
り
ま
す
。
そ

の
中
で
も
特
に
愛
好
さ
れ
る
山
水
景

石
は
、
山
、
湖
水
、
滝
、
磯
な
ど
山

水
の
情
景
を
直
接
的
表
現
で
連
想
さ

せ
る
も
の
で
、
そ
の
風
景
美
を
水
盤

や
台
座
に
置
い
て
鑑
賞
し
ま
す
。

　

今
年
も
左
記
の
と
お
り
水
石
展
を

開
催
し
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
４
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
27
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

【
場
所
】
国
府
地
区
公
民
館
２
階

■
問
い
合
わ
せ

小
堀
☎
０
９
０
・
７
２
８
５
・
５
５
２
３

府　

中　

小
川
野　

蛙

霜
が
呼
び
込
む　

真
冬
の
う
ま
味

　

寒
締
め
野
菜
の　

濃
い
緑

国　

府　

坂
下　

蜻
蛉

嬉
し
土
産
は　

窓
辺
に
飾
る

　

朱
鷺
の
色
し
た　

シ
ク
ラ
メ
ン

若　

松　

川
崎　

洋
子

海
の
青
さ
と　

ま
ぶ
し
い
光

　

飛
ん
で
南
の　

島
め
ぐ
り

２３　広報いしおか４月１日号  №２０４



　　　　　　　　　　　府中 4
おてんば、いたずら大好き姉
妹です。
歌って踊って毎日元気元気！
健康第一！すくすく育って
ね！

田中 優
ゆう

ちゃん（6 歳 )               （左）

　　   愛
あい

ちゃん（2 歳 7 か月）（右）

　わが家のアイドル（小学生
未満）を募集しています！お
子さんの成長の記念にいかが
ですか？
　掲載を希望する人は、秘書
広聴課へ連絡ください。市の
ホームページ（広報いしおか
→わが家のアイドル申請用
紙）からも申し込み用紙をダ
ウンロードできます。

問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

い
ち
ご
祭
り 

開
催

　　　　　　　　　    　 国府 7 
少しずつお兄ちゃんになって
きて、弟を守ってくれるよう
になりました。2 人のおかげで
毎日幸せ♡

岩瀬 麻
あ の い

乃偉ちゃん（3 歳 8 月）（右）

　　    統
と う い

依   ちゃん  （1 歳）　　  （左）

わが家のアイドル

日
時　

４
月
12
日
（
土
）・
13
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
な
く
な
り
次
第
終
了
。

参
加
店　

イ
チ
ゴ
観
光
果
樹
園
７
園

（
八
郷
地
区
辻
）

入
園
料　

一
人
５
０
０
円
（
通
常
、

大
人
一
人
１
０
０
０
円
）

※
３
歳
未
満
は
無
料
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で

　

抽
選
会
に
参
加
し
よ
う
！

　

い
ち
ご
祭
り
開
催
期
間
中
、
参
加

店
と
茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
、
や

さ
と
温
泉
ゆ
り
の
郷
、
常
陸
風
土
記

の
丘
の
三
施
設
い
ず
れ
か
を
ま
わ
っ

て
、
ス
タ
ン
プ
を
二
つ
集
め
る
と
朝

日
里
山
学
校
で
の
抽
選
会
に
参
加
で

き
ま
す
。

　

４
月
13
日
に
は
、
抽
選
会
場
の
朝

日
里
山
学
校
で
地
元
の
有
機
農
家
に

よ
る
加
工
品
の
販
売
、
ク
ラ
フ
ト
作

家
に
よ
る
木
工
体
験
や
子
ど
も
の
昔

遊
び
体
験
な
ど
も
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
３
４
）

お
い
し
い
い
ち
ご
を
味
わ
え
る
！

この旗が目印！

栄養成分（１人分）

材
料
（
８
人
分
）

・
Ａ{
粉
ゼ
ラ
チ
ン
…
大
さ
じ
１
杯
、

水
…
70
㎖
｝

・
イ
チ
ゴ
…
３
０
０
ｇ

・
Ｂ
｛
砂
糖
…
１
５
０
ｇ
、
レ
モ
ン

汁
…
大
さ
じ
１
杯
、
ラ
ム
酒
（
ホ
ワ

イ
ト
）
…
大
さ
じ
１
杯
｝

・
生
ク
リ
ー
ム
…
１
カ
ッ
プ

ト
ッ
ピ
ン
グ

・
イ
チ
ゴ
…
４
個　

・
ミ
ン
ト
の
葉
…
適
宜　

作
り
方

１　

耐
熱
容
器
に
Ａ
を
あ
わ
せ
て
ふ

や
か
し
て
お
く
。

２　

イ
チ
ゴ
は
へ
た
を
取
り
フ
ー
ド

プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
で
ピ
ュ
ー
レ
状
に

し
、
ボ
ウ
ル
に
入
れ
て
Ｂ
を
加
え
、

混
ぜ
る
。

３　

１
を
ラ
ッ
プ
を
か
け
ず
に
５
０
０

Ｗ
の
電
子
レ
ン
ジ
で
20
秒
加
熱
し
て

溶
か
す
。

４　

２
に
３
を
混
ぜ
、
ボ
ウ
ル
の
底

に
氷
水
を
当
て
て
と
ろ
み
が
つ
く
ま

で
混
ぜ
る
。

５　

別
の
ボ
ウ
ル
に
生
ク
リ
ー
ム
を

入
れ
、
７
分
立
て
に
泡
立
て
る
。

６　

４
に
５
を
混
ぜ
合
わ
せ
器
に
分

け
て
入
れ
、
冷
蔵
庫
で
冷
や
し
固
め

る
。

７　

固
ま
っ
た
ら
、
ト
ッ
ピ
ン
グ
用

の
切
っ
た
イ
チ
ゴ
と
ミ
ン
ト
の
葉
を

の
せ
る
。

　
　

エネルギー 201kcal

幸せは食事からヘルスメイトの
レシピ紹介 イチゴのムース

地元のイチゴを買いそろえて休日に家
族やお友達と作ってみませんか。

平成26年4月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレス http://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メール shichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

朝
日
里
山

い
ち
ご
祭
り
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